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序

南砺市中央部に位置する北山田南部地区は、山田川左岸の河岸段丘上に位置します。県営ほ

場整備事業に伴い調査が行われ、縄文時代から中世まで様々な遺跡が発見され、多くの歴史遺

産が埋蔵されていることがわかりました。

今回の調査は、県営ほ場整備事業 (担い手育成型)の実施に伴う徳成Ⅱ遺跡の発掘調査です。

当地区におけるほ場整備事業関連の遺跡発掘調査は、平成10年度の試掘調査から始まりました。

遺跡の大半は盛土により保存し、用排水路用地及び一部の水田削平部分について本調査を実施

してきました。

今年度調査では、中世の掘立柱建物、竪穴状土坑、土抗、井戸、溝などの遺構を確認しまし

た。また、縄文土器、中世土師器、珠洲、下駄などの木製品、砥石、包丁などの縄文、中世期

の遺物が出上しました。本書は、その調査結果をまとめたものです。郷土の歴史解明や学術研

究等に活用していただければ幸いです。

この調査の実施にあたり、富山県農林水産部・ほ場整備事業北山田南部地区委員会 。南砺市

シルバー人材センター・株式会社中部日本鉱業研究所をはじめ、地元住民の方々に多大なご協

力を賜りましたことに対し、深く感謝するものであります。

平成18年 2月

南砺市教育委員会

教育長 梧桐 角也



例 言

1 本書は、県営ほ場整備事業 (担い手育成型)北山田南部地区に伴う富山県南砺市徳成Ⅱ遺跡の発掘調査報告書で

ある。調査は平成17年 5月 27日 から同年 9月 22日 まで行った。調査面積は2,838ポ である。

2 調査は富山県農林水産部の委託を受け、南砺市教育委員会が実施した。現地調査および報告書作成については、

南砺市教育委員会の監理の下、株式会社中部日本鉱業研究所が実施した。

3 現地調査は南砺市教育委員会文化課文化財保護主事佐藤聖子の監督の下、株式会社中部日本鉱業研究所藤田慎一

が担当した。報告書の執筆においては、コー1を佐藤聖子が、これ以外を藤田慎―が行った。

4 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の諸氏の協力、助言を頂いた。記して謝意を表する。

赤澤徳明 五十嵐心一 越前慎子 久々忠義 町田賢一 松山充宏 光谷拓実 森隆 渡辺暁央

5 自然科学分析について、木製品の年輪年代測定を光谷拓実氏 (奈良文化財研究所 )、 古銭の成分分析を五十嵐心

一氏、渡辺暁央氏 (金沢大学工学部)、 竹内勝信 (株式会社中部日本鉱業研究所)に依頼した。また、石製品の

石材同定については、小幡真弓 (株式会社中部日本鉱業研究所)の協力を得た。

6 調査参加者は次の通りである。 (五十音順 敬称略)

(現地調査 )

厚村裕子 荒井とよ 上島勝枝 鵜野綾子 大門ソト 大島笑子 鍛冶本正夫 片田行儀 木下実 坂井松枝

祖谷淳一郎 高下久義 竹川明子 立野嘉久 棚田俊雄 中井静子 中田睦子 林長彼 細木八重子 堀とよ

水口健 水口善嗣 溝口外雄 蓑口和弘 宮川玉枝 宮東伝吉 森  毅 森田由美子 山崎信宗 山田一雄

山田和子 山田きみ子 山田賢庄 山畑義治 山道文子 山村美喜子 吉田信子

(整理作業)

厚村裕子 北川泰子 真田恭子 高橋英克子 橋真理子 畑シノブ 蓑口和弘 森田由美子 渡辺賀世子

凡 例

1 本書で使用した方位は真北である。また、標高は海抜高である。

2 座標は国土座標 (世界測地系)を基に、X60540、 Y22790を それぞれXO、 YOの基準点とし、ここから2mを

一区画としてグリットを設定した。

3 遺構の表記には次の記号を用いた。

SB:掘立柱建物 SD:溝  SE:井 戸 SK:土 坑 SX:竪 穴状土坑 P:ピ ット・小穴

4 土色、土器胎土色の観察は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帖』 (2002年版)に よる。

5 遺構図面の縮尺については掘立柱建物、竪穴状土坑は1/60、 井戸は 1/40、 その他の遺構については原則とし

て 1/40と した。また、遺物実測図については原則として土器、陶磁器、石製品、金属製品を1/3、 木製品を

1/4、 銭貨を1/1と した、これ以外の縮尺のものについてはその都度、縮尺率を示した。

6 出土した中世土師器皿と珠洲について、土師器皿の分類、編年観は、富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

刊行の『梅原胡摩堂遺跡 (遺物編)』 (1996)を 、珠洲は、吉岡康暢氏の珠洲編年 (F中世須恵器の研究』吉川弘

文館1994)を 基にしている。
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I 位置と環境
徳成Ⅱ遺跡は小矢部川の支流である山田川左岸の河岸段丘上に立地し、標高は海抜高90m前後をはかる。遺跡の範

囲は東西約260m、 南北約450mであり、現在までの発掘調査で縄文時代中期から晩期、古墳時代、古代、中世、近世

の遺構、遺物が確認されている。また、周辺の遺跡でも同時期の遺構や遺物が出土しており、徳成Ⅱ遺跡との関係が

うかがえる。

縄文時代の周辺遺跡は、隣接する徳成遺跡や東殿遺跡のほか、遺跡の東側、山田川の対岸に位置する井口遺跡や遺

跡の西側に所在する竹林 I遺跡などがある。徳成遺跡は中期から後期にかけての土器、磨製石斧、打製石斧、石棒な

どが出上している。東殿遺跡では早期と考えられる石槍が採集されている。井口遺跡は後期井口式の標識遺跡であり、

また、金沢市チカモリ遺跡や能登町真脇遺跡で見られる環状木柱列遺構を検出している。竹林 I遺跡は中期の竪穴住

居跡、貯蔵穴や土坑墓と考えられる土坑が検出され、土器をはじめ、石鏃、石錘、石斧、凹石、土偶などが出土して

いる。

弥生時代、古墳時代の遺跡は、南砺市内全域でも遺跡数が少ない。弥生時代は、梅原胡摩堂遺跡で土器や管玉など

が若千見られる程度である。古墳時代については、徳成Ⅱ遺跡で前期の上器が見つかつており、梅原胡摩堂遺弥、久

戸遺跡、神成遺跡などでも遺構や遺物が確認されている。

古代について、この地域は、『和名抄』や『越中国官倉納穀交替帳』に記載されている川上郷や川上里にあたり、

砺波郡の官倉が置かれていたと考えられる。梅原安丸V遺跡では、船着場遺構が確認され、官倉との関係をうかがう

ことが出来る。このほか、梅原胡摩堂遺跡、梅原落戸遺跡、在房遺跡などでも古代の遺構、遺物が検出されている。

徳成Ⅱ遺跡では、 8世紀～ 9世紀代の掘立柱建物や遺物等が出土しており、在地豪族である利波臣や畿内の寺社によ

る開発の一端をうかがうことが出来る。

中世については、文献史料によると11世紀後半には後三条天皇の御願寺である円宗寺領として石黒庄が成立し、平

安時代末期までには、石黒上郷・同中郷 。同下郷の三郷のほか、弘瀬郷、山田郷、吉江郷、太海郷、院林郷、直海郷、

大光寺郷の十郷が成立していたと考えられ、徳成 H遺跡は、山田郷の範囲内に含まれる。

山田郷は、本家は円宗寺、領家は仁和寺菩提院であり、旧福光町北東部から旧城端町西部の山田川西岸一帯がその

領域である。この範囲には、徳成Ⅱ遺跡のほか、宗守城跡・宗守寺屋敷遺跡、梅原胡摩堂遺跡、梅原安丸遺跡などが

立地している。宗守城跡・宗守寺屋敷遺跡は、『三州志』に、永正年間中 (1504～21)上杉房義の家臣、小林壱岐守

が居城したと伝えられており、現在でも土塁が部分的に残つている。また、周辺から五輪塔や珠洲、和鏡等が出土し

ていることから墓地や経塚等の施設があつたと考えられる。梅原胡摩堂遺跡は、中世から近世にかけての集落遺跡で

あり、多くの掘立柱建物や竪穴状土坑が検出されている。遺構は、12世紀～14世紀代のものが遺跡の北側に、15世紀

～17世紀代のものが南側に集中している。南側について、久々忠義氏は、瑞泉寺 5代賢心の兄、賢勝とその子である

賢春が梅原の地に居住していたことから、「梅原坊」を中心とした寺内町が形成されていたと考察している。 (福光町

教育委員会1997)梅原安丸遺跡では船付場遺構が検出されており、倉庫と考えられる掘立柱建物群も含め、荘園内の

年貢等を集積し、荘園領主の元へと輸送する場と考えられている。 (藤田慎―)
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第 1図 位置と周辺の遺跡 (1/25,000)
1…徳成Ⅱ遺跡 2・ 徳̈成遺跡 3・ 東̈殿遺跡 4・・・東殿Ⅱ遺跡 5'…東殿Ⅲ遺跡 6 ・東殿Ⅳ遺跡 7・・梅原出村Ⅲ遺跡 8,―梅原出村Ⅱ遺跡

9…梅原上村遺跡 10… うずら山遺跡 11… 梅原落戸遺跡 12…梅原胡摩堂遺跡 13…宗守遺跡 14…神成遺跡 15… 宗守城跡・宗守寺屋敷遺跡

16…久戸束遺跡 17…鍛冶三十三塚 18… TH」 -15遺跡 19… THJ-16遺跡 20…梅原出村南遺跡 21…竹林I遺跡 22…王塚

23…田屋川原古戦場 24…古戦場南遺跡 25・江田南遺跡 26…森清遺跡 27・ 宮̈後北遺跡 28¨池尻遺跡 29…久保・池田Klo 2遺跡

30…久保・池田NQ 3遺跡 31…宮後キンケン塚 32…宮後遺跡 33…井口城跡 34…井口遺跡 35…井口南遺跡 36…井口A遺跡 37…蛇喰A遺跡

38…長楽寺B遺跡 39…久保・池田No 6遺跡 40・・・蛇喰正覚寺遺跡 41…蛇喰C遺跡 42・・・サ|1上中遺跡 43…川上中土居の宮遺跡 44…次郎九A遺跡

45…吉松A遺跡 46・・・長楽寺A遺跡 47・・・THJ-19遺跡 48¨信末A遺跡
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Ⅱ 調査に至る経緯と経過
1 調査に至る経緯

平成 8年 (1996)、 徳成・東殿・利波河 (と のご)の 3地区を含む北山田南部地区において、県営ほ場整備事業

(担い手育成型)実施の計画が策定された。この事業は、北山田南部地区95haを対象とし、平成 9年度より14年度を

事業実施年とあてていた。しかし、対象地内には周知の遺跡として縄文時代中・後期の徳成遺豚、縄文時代の石槍が

出土している東殿遺跡が存在していたこと、同じく河岸段丘上に位置する北側の梅原地区では、縄文時代から中世ま

で多数の遺跡が確認されていたことから、対象地区内にも遺跡が存在することが予想された。このことから、福光町

教育委員会 (当時 :以下、町教委)では、県埋蔵文化財センターより調査員の派遣を受け、平成 8年 12月 に分布調査

を実施したところ、遺物の散布を確認し、対象地区内に新たに4つの遺跡が存在することがわかった。

町教委では、遺物の散布が認められた部分において、平成10年から国庫補助金をうけて試掘調査を実施した。バッ

クフォウによって田に何箇所か筋堀をし、地山が検出できるまで掘り下げ、遺物包含層及び遺構の有無、遺跡の遺存

高を標高で確認するといった作業を行ったところ、遺跡の遺存状況が良好な箇所が多く確認された。このことから、

遺跡の保護措置について、県農地林務部・県教育委員会 。地元土地改良区と協議し、遺跡が存在する箇所については、

ほ場整備工事施工に際しては盛土を行う事で水田下に保存し、一部の面工事、農道建設、用排水路着工部分について

本調査を実施する事となった。また事業の進捗状況をかんがみ、平成16年度より調査の一部を南砺市教育委員会監理

の下に委託し、本年度は株式会社中部日本鉱業研究所に委託した。調査は田面調整箇所である。なお、本年度をもっ

て本事業に伴う本調査を終了することとなった。これまでの調査面積、遺跡の内容は次のとおりである。

(佐藤聖子)

年度 試掘調査面積 調査対象遺跡 本調査面積 調査対象遺跡 備  考

3.69ha 徳成]

21.45ha 徳成・徳成Ⅱ・東殿Ⅲ・東殿Ⅳ

2.00ha 徳成 1,000Bド 徳成Ⅱ

14.19ha 穀 。東殴Ⅱ・東殿Ⅳ 900♂ 徳成・徳成Ⅱ

3.00ha 東殿 Ⅱ 。東殿Ⅲ 1,515ポ 徳成Ⅱ

2,860♂ 徳成Ⅱ・東殿Ⅲ・東殿Ⅳ

3,542ぽ 徳成。東殿 。東殿皿 内 2,940ぱ恣仰イビノクに委託

3.846nF 期 ・イ

'I勒

i)とⅡ 内 2,838rをい中部日本鉱業研究所に委託

遺跡名 帰属時代 検出遺構 出土遺物

徳成 縄文中期～後期・古代・中世 。近世以降 土坑・溝・ピット 縄文土器・須恵器・中世土師器・陶磁器

徳成Ⅱ 縄文後期後半・古墳前期・古代・中世・近世以降 土坑 (住居?) 溝・ピット 土師器・須恵器・中世土師器・青磁・越前・陶磁器

東殿 縄文 。中世 土坑 溝・ピット 珠洲 。中世土師器 瀬戸

東殿Ⅱ 古代・中世 。近代 土坑・溝・ビット 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲

東殿Ⅲ 縄文後期後半・古代・中世・近世以降 炉跡・焼土塊・土坑・溝・ピット
縄文土器 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲・

越前・陶磁器

東殿Ⅳ 古代 中世・近代 土坑・溝・ピット 土師器・須恵器・中世土師器・銅貨
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2 調査の経過

現地調査は平成17年 5月 27日 ～同年17年 9月 22日 まで実施し、整理作業を平成18年 2月 28日 まで行った。

表土掘削前に南砺市教育委員会との事前の打合せおよび境界測量、調査区域の草木伐採をまず行った。そして、 6

月10日 より、バックフォーによる表土掘削を6日 間行い、残土は調査区域外に仮置きした。その後、国土座標を基に

グリット杭を株式会社中部日本鉱業研究所発掘監理課において10m間隔で打設し、2m間隔を単位とするグリットも

設定した。包含層掘削は6月 22日 より、社団法人南砺市シルバー人材センター会員が、調査に参加して行った。包含

層掘削の後、調査区を任意で 3ブロックに分け、遺構確認作業と、遺構掘削および遺構図面作成、写真撮影を並行し

て9月 14日 まで行つた。遺構確認作業の後、 1/200で概略図を作成し、遺構番号をつけ、掘削作業を開始した。遺

構の状況に応じて、断面図、平面図、遺物の出土状況を調査員と調査補助員が図化し、遺構の記録写真等については

調査員がすべて撮影した。航空測量は株式会社エイ・テックが実施し、ラジコンヘリによる撮影は9月 15日 に終了し

た。その翌日より、現地説明会の設営準備を行い、 9月 17日 に説明会を開催し、約120名の見学者があつた。その撤

去作業後、掘立柱建物の確認作業等、若干の補足作業を行い。 9月 22日 に南砺市教育委員会文化課の現地調査終了の

確認を受けて、現地調査は終了した。出土遺物は中世の土器・陶磁器・木製品を中心にコンテナ55箱分が出土した。

報告書作成に関わる整理作業については、洗浄、注記等の作業および木製品の実測作業を9月 から現地調査と並行

して行った。現地調査終了後は、株式会社中部日本鉱業研究所文化財調査課整理室で行った。出土遺物の洗浄、注記、

接合の後、実測、 トレースを行った。自然科学分析については、銭貨の成分分析と木製品の年輪年代測定を依頼し、

分析結果を頂いた。12月 より、版下作成および、原稿執筆を行い、翌年 1月 27日 に入稿し、南砺市教育委員会との校

正作業を経て、2月 28日 に成果品ともに報告書を納品した

3 日誌抄録

6月 7日 (ク()

6月 8日 (水)

6月 9日 (木 )

6月 10日 (金 )

6月 20日 (月 )

6月 21日 (火 )

6月 22日  (71t)

7月 11日  (月 )

7月 21日 (木 )

7月 27日 (水 )

8月 1日 (月 )

8月 4日 (木 )

調査区内の現況測量と草刈り

現場事務所設置場所の造成

現場事務所設置

～17(金)表 土掘削

現状地盤高の測量、グリット設定

発掘資材等の搬入

～ 7月 8日 (金 )

人力による包含層掘削開始

調査区南側の遺構半裁作業開始

調査区南側の遺構断面の撮影、

実測図作成開始

SX5で下駄等が出上、状況を撮影

調査区中央部の遺構半裁作業開始

調査区中央部の遺構断面の撮影、

実測図作成開始

8月 12日 (金 )

8月 18日 (木 )

8月 24日 (木 )

9月 6日 (火 )

9月 12日  (月 )

9月 15日 (木 )

9月 16日 に渉)

9月 17日 (土 )

9月 19日  (月 )

9月 20日 し()

9月 22日 (本 )

～17日 (水) 盆休み

調査区北狽Iの遺構半裁作業開始

調査区北側の遺構断面の撮影、

実測図作成開始

～ 7日 (水 )

台風14号接近のため調査区養生

～14日 (水)調 査区の清掃

ラジコンヘリによる撮影

現地説明会の設営準備

現地説明会、参加者約120名

現地説明会の後片付け

～21日 (水 )

掘立柱建物、竪穴状土坑の完掘状況の撮影

南砺市教育委員会による、現地調査終了の

確認検査、現地調査終了となる。
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Ⅲ 調査の概要
1 8地区の概要

調査区は、遺跡範囲の北西部に位置しており、前年度調査が行われた 7地区に隣接する。調査区の規模は、東西約

56m、 南北約80m、 面積2,838ぽ であり、平面形状は階段状を呈している。

徳成 E遺跡の調査は今回で 8度 目を数えるため、本調査区は 8地区と冠している。これまでの調査では、古代、中

世を中心とした遺構、遺物が見つかつている。今回の調査では、掘立柱建物 6棟、竪穴状土坑15基、土坑63基、井戸

7基、溝 7条、ピット977基 と総数1000基を超える遺構が確認されている。多くの遺構は調査区の南側に集中し、時

期は中世段階のものである。

2 基本層序 (第 2図)              89.500m

調査区の掘削前の標高は89.Om前後を数える。

層序は凡そ 7層 に分けられる。平成16年度の調査

区とほぼ同じ層序を成している。 I層 は表土およ

び、 7地区調査の際の排土である。          89.000m

Ⅱ層は30cm前後の包含層で黒色粘質土をベース

としている。掘肖1時には、縄文土器、中世土師器、

珠洲、陶磁器が出上している。            8&500m
Ⅲ層は10cm前後の浅い層で灰色粘質土あるいは、

黄掲色粘質土をベースとし、黒褐色土が混じるも

のである。この面でも、遺構検出面となる場合が

あり、平成16年度の調査では上面の遺構面として  88.000m

報告 している。この層の形成については、中世の

間、山田川の氾濫等で堆積した層と考え、包含層

と解釈したい。
87.500m

Ⅳ層からは地山となる。にぶい黄褐色粘質土が

ベースである。Ⅳ層の上面が遺構検出面となり、

中世の遺構が確認されている。堆積は30～ 50calで

ある。                       87.000m

V層 は、黄褐色粘土がベースで色調はⅣ層より

混じりがないものである。堆積は lm前後である。

Ⅵ層は、いわゆる砂礫層であり、青灰色粘土な
86.500m

どを含んでいる。この堆積が lmほ どあり、今回

の調査で検出された井戸は、この層を掘り抜いて、

下の砂層より湧水を得ている。

86.000m

第 2図  8地区基本層序概念図
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表土

耕作土および、 7地区つF土

包含層 1

黒色粘質土

包合層 2

灰色あるいは黄褐色粘質土

地山 1

にぶい黄掲色粘質土

地山2

にぶい黄褐色粘土
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3 遺構

掘立柱建物

今回の調査では6棟の掘立柱建物を検出した。調査区の北側で確認したSB5を 除いて、南側に集中している。

SBl(第 5図・図版2-① )

調査区の中央より、やや南西に位置し、桁行 4間 ×梁間3間の総柱建物である。床面積は735♂ をはかる。主軸は

真北より、約 8° 東へふれる。柱間は東西列が1.4～ 2,Om、 南北列が1.5～2.2mである。柱穴の平面は、ほとんどが円

形である。直径が約30～ 40cm、 深さは約25～ 50cmと 大きさではバラつきがみられる。埋土は地山土が若干まじった黄

灰色粘質土が主体である。柱穴からは遺物が出土せず、時期を特定することは出来ないが、竪穴状土坑S X10や SX
21に切られているため、13世紀後半以前と考えられる。

SB2(第 6図・図版2-② )

調査区の中央より、やや北東に位置し、桁行 4問 ×梁間2間の総柱建物である。床面積は34.8♂ をはかる。主軸は

真北より、約10° 東へふれる。柱間は東西列が1.7～ 2.5m、 南北列が2.1～ 29mである。柱穴の平面は、ほとんどが円

形である。直径が約25～ 50cm、 深さは約30～ 60cmと 大きさではバラつきがみられる。埋土は地山土が若干まじった黒

褐色粘質土や黒色粘質土が主体である。柱穴P595か らは、古墳時代前期の小型壺の破片が 1点出土しているが混入

と考えられる。また、隣接するSB3と は床部分で重複しているが、柱穴の切り合いがないため新旧関係は不明であ

る。

SB3(第 7図 。図版 3-① )

調査区の中央より、やや北東に位置し、桁行 2間 ×梁間 2間の総柱建物である。床面積は28.3ポ をはかる。主軸は

真北より、約18° 東へふれる。柱間は東西列が2.7～ 2.9m、 南北列が2.2～ 2.5mである。柱穴の平面は、ほとんどが円

形あるいは楕円形である。直径が約20～ 50cm、 深さは約20～ 55cmと 大きさではバラつきがみられる。埋土は地山土が

若千まじった灰オリーブ色粘質土、黒灰色粘質土が主体である。柱穴からは遺物が出土せず、また、隣接するSB2

とは床部分で重複しているが、柱穴の切り合いがなく新旧関係は不明である。

SB4(第 7図・図版 3-① )

調査区の中央より、やや北東に位置し、SB2や SB3に近接する。桁行1間 X梁間 1間の建物である。床面積は

4,0ポ をはかる。主軸は真北より、約 6° 東へふれる。柱間は東西列が1.8m、 南北列が2.2mで ある。柱穴の平面は、

ほとんどが不整円形である。直径が約30～ 40cm、 深さは約20～ 55cmと 大きさではバラつきがみられる。埋土は地山土

が若千混じった黒色土あるいはオリーブ黒色粘質土が主体であるЬ柱穴からは遺物が出土せず、時期を特定すること

は出来ないが、SB2や平成16年度調査区で検出された掘立柱建物と軸方向が近いため、12世紀～13世紀代と考えら

れる。また、規模が小さいため、納屋などに使われていたと考えられる。

SB5(第 8図 。図版 3-② )

調査区の北東隅に位置し、平成16年度調査区で検出された柱穴を含め、桁行 2間 ×梁間 1間 となる側柱建物である。

床面積は13.5ポをはかる。主軸は真北より、約10° 東へふれる。柱間は東西列が2.2～ 2.3m、 南北列力湘.0～ 3.lmであ

る。柱穴の平面は、ほとんどが円形である。直径が約35～ 40cm、 深さは約30～ 40cmと 大きさではバラつきが少ない。

埋土は地山土が若千まじった黒色土粘質土が主体である。柱穴からは遺物が出土せず、時期を特定することは出来な

い。SB4と 同じく納屋などに使われていたものと考えられる。また、平成16年度調査区で検出された掘立柱建物や、

他の掘立柱建物とは距離を隔てて単独で存在しており、集落の北側への拡がりをうかがえる。

SB6(第 8図 )

調査区の中央より、やや南東に位置し、桁行 2間 ×梁間 2間の総柱建物と考えられる。西側南北列の 2つ柱穴が S
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X22・ 27に切られているため、推定の床面積は11.2♂をはかる。主軸は真北より、約15° 東へふれる。柱間は東西列

が1.6～ 1.7m、 南北列1.6～ 1.7mである。柱穴の平面は、ほとんどが円形あるいは楕円形である。直径が約25～ 30cm、

深さは約35～45cmと大きさではバラつきが少ない。埋土は地山土が若千まじった黒褐色上が主体である。柱穴からは

遺物が出上しなかったため時期を特定することは出来ないが、竪穴状土坑 SX4、 22、 27に柱穴が切られていること

から13世紀～14世紀後半以前のものと考えられる。

掘立桂建物のまとめ

今回の調査では、 6棟を検出した。平成16年度の調査で 4棟が検出され、その主軸は真北より約 9～ 10° 東へふっ

ており、今回検出されたSBl・ 2・ 4・ 5と 近似している。しかし、平成16年度の調査でも掘立柱建物からの遺物

が出土していないため、時期は不明である。ただ、周辺より出土した遺物や切り合い関係から13世紀後半以前のもの

と推測したい。

竪穴状土坑

今回の調査区では15基を検出し、特に調査区の南側で集中していた。これらは通常の土坑より規模が大きく、堆積

状況やテラス等の付属施設の有無が確認できた。

SXl(第 9図 。図版6-① )

調査区の南西隅に位置し、平面形状は不定形である。規模は長軸6.9m、 短軸4.8m、 深さは最深で約70cmである。

堆積状況から4回ほどの掘削の跡が確認出来るため、複数の上坑の切りあいによって生じたものか、土取りによるも

のと考えられる。遺物は、中世土師器皿、珠洲が出土している。時期は中世土師器皿から15世紀後半～16世紀前半と

考えられる。

SX2(第 10図 。図版6-② )

調査区の南西隅に位置し、平面形状は不定形である。規模は長軸9.8m、 短軸4.5m、 深さは最深で約55cmである。

複数のくぼみがあり、複数の土坑の切りあいによって生じたものか、土取りによるものと考えられる。また、西側の

くばみからは銭貨が12枚まとまって出土している。祭祀的な埋納の可能性があるが、詳細は不明である。その他の出

土遺物は、中世土師器皿、珠洲、銭貨がある。遺構の時期は、出土した中世土師器皿と、銭貨で最新のものが「永楽

通宝」であることから、15世紀後半～16世紀前半と考えられる。

SX4(第 11図・図版6-③ )

調査区の南側に位置し、平面形状は不定形である。規模は長軸4,Om、 短軸2.8m、 深さ約80cmである。埋土は灰色

粘質土や暗灰色粘質土が主体として堆積している。遺物は中世土師器皿、染付碗、輪羽口、下駄、砥石が出土してい

る。時期は16世紀～17世紀と考えられる。

SX5(第 11図・図版4-①、6-④、⑤)

調査区の南側に位置し、平面形状は方形を呈し、掘り方も箱状に深く掘り下げている。規模は長軸4.5m、 短軸3.5

m、 深さは約90cmか ら1,Omである。埋土は上層が灰色粘質土、中層がオリーブ黒色粘質土、下層は暗灰色粘質土が

堆積している。遺物は第2層 で完形に近い中世土師器皿が、最下層の4層からは中世土師器皿、瀬戸、下駄、折敷、

漆器椀等が出土している。時期は最下層より出土した遺物から15世紀後半～16世紀前半と考えられる。

SX6(第 12図 。図版6-⑥、⑦)

調査区の南側に位置する。北側は試掘調査により削平を受けているが、残存部分から復元して長軸39m、 短軸3.4

mの方形であったと考えられる。ほとんど力認Ocm程度の浅いものであるが、一部さらに20cmほ ど掘り下げてから黄褐

色粘質土で埋めて整地した部分が見られる。遺物は出土していないため、時期は不明である。
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SX9(第 12図 。図版4-②、6-③、7-① )

調査区の南側に位置し、方形を呈する。規模は長軸4.3m、 短軸3.lm、 深さ約80cmである。南側には地山を成形し

た階段状の付属施設が構築されている。埋土は上層が灰オリーブ色、オリーブ灰色粘質土、下層は青灰色粘土が堆積

している。床面は礫が散布し、階段部分も下部はかなり不定形であるため、下層の粘土層は、整地のために敷かれた

ものと考えられる。遺物は下層の粘土層から古瀬戸の瓶子、珠洲が出土している。時期は13世紀～14世紀と考えられ

る。

S X10(第 13図・図版 5-①、7-② )

調査区の南側に位置し、方形を呈する。北側で井戸SE3を、南側ではS X21を 切つている。規模は長軸4.9m、

短軸3.9m、 深さ約50～ 70cmである。東側には地山を成形したテラスや階段状の付属施設が構築されている。また、

南側には、周囲より20cmほ ど掘り下げたくばみが見られる。これについてはS X10構築以前から掘られていた可能性

も考えられる。遺物は中世土師器皿、石臼が出土している。遺構の年代は、出土した中世土師器の年代は13世紀後半

～14世紀前半であり、北側に位置する井戸SE3か ら年輪年代で1268年 と示された折敷が出土していることから、14

世紀前半を前後する時期と考えられる。

S X13(第 14図・図版 5-②、7-③ )

調査区の南側に位置する。平面形状はやや扇形を成す不定形のものである。規模は長軸8,4m、 短軸4.8m、 深さ約

40～ 60cmで あり、今回の調査では最大の竪穴状土坑である。遺構全体を約20cm掘 り下げ、地山ブロックを含んだ、暗

灰黄色、灰オリーブ色の粘質土で整地して貼床としている。また、貼床部分を掘削した直径30～ 40cm程度の穴も見つ

かっている。遺物は中世土師器皿、珠洲が出土しており、土師器皿は15世紀後半と考えられる。また、周辺からは鉄

津等も出土しており、野鍛冶等の作業場して使われていた可能性がうかがえる。

S X19(第 15図 。図版 7-④ )

調査区の南東側に位置し、方形を呈する。規模は長軸2.2m、 短軸1.8m、 深さ約50cmである。堆積は人為的なもの

で、上層は黒褐色粘質上、下層はオリーブ黒色あるいは、灰色粘質土である。遺物は土師器皿が出土しており、その

年代から15世紀後半～16世紀前半の遺構と考えられる

S X20(第 15図 )

調査区の南側に位置し、円形を呈する。規模は長軸2.4m、 短軸1.8m、 深さ約25cmで ある。断面は浅い皿状であり、

埋土は単層で、黄灰色粘質土が堆積している。遺物は中世土師器皿が出土しているが、詳細な時期は不明である。

S X21(第 13図・図版 7-⑤ )

調査区の南側に位置し、方形を呈する。北側はS X10に 切られている。また、床面にはSBlを構成する柱穴P

1358が検出されている。規模は長軸2.8m、 短軸2.4m、 深さ約40cmである。遺構の南側、東側には、幅約40cmの テラス

が付属する。埋土は上層が黒褐色粘質土で、下層は黄灰色、暗灰色粘質土である。遺物は土師器皿が出土しているが

時期は不明である。

S X22(第 15図・図版 7-⑥ )

調査区の南側に位置し、長方形を呈する。規模は長軸3.Om、 短軸1,8m、 深さ約40cmである。断面は皿状である。

堆積は人為的であると考えられ、上層は黄灰色粘質土、下層は褐灰色粘質上の堆積である。遺物は、出上しておらず、

時期は不明である。

S X25(第 15図・図版 7-⑦ )

調査区の南側に位置し、方形を呈する。規模は長軸2.3m、 短軸1.8m、 深さ約35cmである。断面は浅い皿状である。

埋土は上層が黄灰色粘質土、下層は灰色粘質上の人為的堆積である。遺物は、珠州、青白磁の小皿が出土している。
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時期は13世紀後半～14世紀前半である。

S X27(第 15図 ,図版 7-③ )

調査区の南側に位置し、方形にちかい形状を呈する。規模は長軸2.7m、 短軸2.3m、 深さ約30cmである。北側をS

X22に切られている。断面は浅い皿状である。埋土は、上層が黄灰色粘質土、下層は灰色粘質土の自然堆積である。

遺物は中世土師器皿が出土しているが、詳細な時期は不明である。

竪穴状土坑のまとめ

今回検出の竪穴状土坑について、概ね 3タ イプに分けられ、それぞれA・ B,Cと した。Aタ イプは、 SX5,

9・ 10・ 19。 21で、半地下式の倉庫的な機能をもっていたと考えられるものである。断面が方形あるいは台形の深く

掘られたものが多く、テラスや階段状の施設を伴つているものもある。Bタ イプは、 S X13の ように貼床を伴う規模

の大きなもので、工房的な機能を備えていたものと考えられる。こうしたタイプは、梅原胡摩堂遺跡のほか、小矢部

市臼谷岡ノ城北遺跡や富山市南中田D遺跡などでも見られるものである。Cタ イプは、詳細が不明のものであり、土

取り穴あるいは、それ以外の機能であつたと考えられる。浅い皿状で、規模は大小様々である。以上のようにごく単

純な分類を行った。Aタ イプやBタ イプをもつ中世遺跡について、南砺市内では梅原胡摩堂遺跡でしか確認されてい

ない。徳成Ⅱ遺跡は大規模な集落ではないが、物流の拠点的な要素も備えていたと考えられる。

上坑

今回の調査区では61基検出しており、調査区全体に分布している。遺物を伴うものは少ない。

SK5(第 16図 )

調査区の南東側に位置し、不定形である。規模は長軸0.58m短軸0.41m、 深さ約55cmである。埋土は、単層で黒褐

色粘質土が堆積している。遺物は石臼が出土している。遺構の時期は不明である。

S K12(第 16図 )

調査区の南東側に位置し、円形を呈する。規模は長軸1.18m短軸1.12m、 深さ約90cmである。断面は、底面に向か

ってすぼまっていく形状である。堆積は、自然堆積である。遺物は出土しておらず、遺構の時期は不明である。

S K14(第 16図 )

調査区の南東恨1に位置し、円形を呈する。規模は長軸1.46m短軸1.42m、 深さ約40cmである。断面は、台形で底面

の中央がやや盛り上がる。堆積は、自然堆積である。遺物は出上しておらず、遺構の時期は不明である。

S K48(第 16図 ,図版 9-① )

調査区の南狽Jに位置し、不定形である。規模は長軸2.28m短軸1.88m、 深さ約25cmで ある。南狽Jの土坑 S K49を切っ

ている。断面は、浅い皿状である。遺構内には礫が多く、人為的に集められた感がある。検出の状況から祭祀や墓な

どの特定の性格を示すものは無く、出土遺物も無いことから、ここでは単に集石遺構としたい。遺構の時期は不明で

ある。

S K49(第 16図 )

調査区の南側に位置し、不定形である。北側をS K48に切られ、南側は、試掘 トレンチによつて削平を受けている。

規模は残存部分で長軸1.08m短軸0.80m、 深さ約16cmで ある。遺構内には礫が多く、人為的に集められた感がある。

祭祀や墓などの特定の性格を示すものは無く、S K48と 同じく、単に集石遺構としたい。遺物は珠洲が出土している

が、底部破片であるため、遺構の時期は不明である。    ヽ

S K51(第 16図 )

調査区の南側に位置し、円形を呈する。規模は長軸1.04m短軸1.00m、 深さ約40cmである。断面は台形に近い形で

ある。堆積は、自然堆積である。遺物は出土しておらず、遺構の詳細な時期は不明である。
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井戸

今回の調査区では 7基検出しており、調査区南側に集中している。全て素掘りものである。遺物から13世紀後半～

14世紀代と15世紀代の 2時期が確認出来る。

SEl(第 17図・図版8-① )

調査区の南西側に位置し、方形を呈する。規模は長軸0.96m、 短軸0.90m、 深さ2.75mで ある。素掘りで、礫層を

掘り抜いて湧水を得ている。埋土は上層が責灰粘質土で下層は、黒褐色あるいは黒色粘質土が底面まで堆積する。遺

物は下層から漆器杭、箸状木製品、包丁等が出土しており、とくに木製品の出土が他の井戸より著しい。漆器椀の時

期から14世紀～15世紀と考えられる。

SE2(第 17図 。図版 8-② )

調査区の南西側に位置し、円形を呈する。規模は長軸1.14m、 短軸1.10m、 深さ2.70mで ある。素掘りで、礫層を

掘り抜いて湧水を得ている。埋土は上層が褐灰色あるいは黄灰色粘質土で下層は緑灰色、黒色の粘質土が底面まで堆

積している。下層の埋土からは珠洲大奏1個体分が出土しており、人為的に埋められたものと考えられる。遺物には

珠洲、円形板がある。円形板については、年輪年代によって1446年 と示されている。遺構の時期については、15世紀

中葉以降と考えられる。

SE3(第 17図・図版 8-③、④)

調査区の南西側に位置し、円形を呈する。南側を試掘トレンチとS X10に切られている。規模は残存している部分

で、長軸1.86m、 短軸1.52m、 深さ2.60mで ある。素掘りのもので、礫層を掘り抜いて湧水を得ている。埋土は黒褐

色粘質土が底面まで堆積し、その埋土中に礫が多く詰められており、井戸を埋める際に用いたものと考えられる。遺

物は、折敷が出上している。折敷は、年輪年代によつて1268年 と示されている。遺構の時期は、年輪年代とS X10と

の切りあいから13世紀後半～14世紀前半と考えられる。

SE4(第 18図 )

調査区の南恨1に位置し、円形を呈する。北狽↓をSX9に南側をSX4に切られている。規模は残存している部分で、

長軸1,12m、 短軸0.84m、 深さ2.75mで ある。素掘りで、礫層を掘り抜いて湧水を得ている。埋土は黒色粘質土が底

面まで堆積していた。遺物は下層から珠洲、曲物が出土している。曲物は、底板の年輪年代によつて、1357年 と示さ

れている。遺構の時期は、珠洲と曲物の年輪年代から14世紀後半と考えられる。

SE5(第 18図・図版8-⑤ )

調査区の南西側に位置し、円形を呈する。規模は長軸0.84m、 短軸0,78m、 深さ2.58mで ある。素掘りで、礫層を

掘り抜いて湧水を得ている。埋土は上層が灰色系の粘質土、下層は、オリーブ黒色粘質土が底面まで堆積する。遺物

は珠洲が出土している。遺構の時期については、珠洲から15世紀前半と考えられる。

SE6(第 18図 ,図版8-⑥ )

調査区の南西側に位置し、円形を呈する。規模は長軸1.00m、 短軸0.94m、 深さ2.80mで ある。素掘りで、礫層を

掘り抜いて湧水を得ている。埋土は上層が灰色系の粘質土、下層は礫のかなりまじった暗灰色粘質土が底面まで堆積

する。遺物は白磁、珠洲が出土している。遺構の時期は、珠洲から14世紀後半～15世紀前半と考えられる。

SE7(第 18図 。図版8-⑦、③)

調査区の南西側に位置し、円形を呈する。規模は長軸0.92m、 短軸0.90m、 深さ2.82mで ある。素掘りで、礫層を

掘り抜いて湧水を得ている。埋土は上層が礫まじりの灰褐色土、下層はオリーブ黒色粘質土が底面まで堆積する。遺

物は円形板が出土している。遺構の時期は円形板が年輪年代によって、1454年 と示されていることから15世紀後半と
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考えられる。

溝集中地区 (第 19図 )

7条検出している。SD9を 除いて、南側に集中している。とくに、SD5、 7、 8は、竪穴状土坑が集中する部

分に接 しており、区画溝の可能性がある。

SD5(第 19図 )

調査区の南端付近で東西方向に伸びる。西側をS K35に東側をSX4に切られ、南狽1で SX5を切つている。断面

は浅い皿状で灰色粘質土の単層である。遺物は中世土師器皿、磁器、珠洲が出土している。遺構の時期は、中世土師

器皿から15世紀後半～16世紀前半と考えられる。

SD7(第 19図・図版 9-②、③ )

調査区の南側で東西方向に伸びる。東端はやや鉤の手状に曲がつている。断面は半円形に近く、自然堆積と考えら

れ、上層は責灰色粘質土、下層は灰色粘質土である。遺物は灰貌碗、珠洲が出土している。詳細な時期は不明である

が、中世後半であると考えられる。

SD8(第 19図 )

調査区の南端付近で東西方向に伸びる。東端はやや鉤の手状に曲がつている。断面は半円形に近く、自然堆積と考

えられ、埋土は灰色粘質土である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

その他の遺構について

今回の調査では1000弱のピットを検出しており、一部は掘立柱建物を構成する柱穴となっている。柱根が確認され

たのは P1297の みで、その他は土層から存在を確認したものが若千あつた。分布は調査区全体にわたり、遺物を含む

ものや掘立柱建物の柱穴となるものは南側に集中している。埋土は、全体的に黒褐色粘質土や褐灰色粘質上のものが

多い。また、隣接する平成16年度調査区で確認されたピットについても黒褐色、黒色の埋土が多い。遺物は縄文土器、

土師器、中世土師器皿、土錘などが出土している。時期はほとんどが中世と考えられる。
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4 遺物

縄文土器、土師器、中世土師器皿、珠洲、陶磁器、木製品、石製品、銭貨等が出土しており、その多くは中世のも

のである。

SB2(第 23図 -48・ 図版13-② )

SB2を構成する柱穴 P595よ り、土師器の小型重が出土している。底部は欠損しているが九底のものと考えられ

る。口縁部は直立し、短く立ち上がる形状で、調整は外面全体にナデを施す。時期は古墳時代前期に属する。

SXl(第 20図 -1～ 3・ 図版10-① )

中世土師器皿、珠洲等が出土している。 1～ 3は中世土師器皿である。 1、 2は梅原胡摩堂遺跡のNG類にあたる。

平底の底部より、垂直気味に短く立ち上がる。調整は口縁部と内底面にヨコナデを施す。時期は13世紀後半～14世紀

前半と考えられる。 3は ロクロ成形のRG類 にあたる。底部と体部との境に強いナデを施し、体部を外反させ、日縁

端部を摘み先細りさせるものである。時期は15世紀後半～16世紀前半と考えられる。

SX2(第 20図 -4～ 6、 第29図 -105～ 116・ 図版10-①、図)

中世土師器皿、珠洲、銭貨が出上している。 4、 5は 中世土師器皿である。 4は ND類にあたる。体部に一段ナデ

を施したものである。年代は15世紀と考えられる。 5は N」 類にあたる。体部に一段ナデを施し、日縁部が直線的に

開くものである。年代は15世紀後半～16世紀前半と考えられる。 6は珠洲の壼Tの底部である。銭貨はすべて中国か

らの渡来銭で、105～ 111が北宋銭、112、 113は南宋銭、114～■6は明銭である。Ю51よ天薩通宝で、初鋳年は1017年

である。106は天聖元宝で、書体は象書体である。初鋳年は1023年である。107は皇宋通宝で、初鋳年は1039年である。

108は熙寧元宝で、初鋳年は1068年である。109イよ文字が不鮮明であるが象書体の熙寧元宝と考えられる。中央の穴の

位置がずれており、鋳型の段階からの失敗と考えられる。■01ま元豊通宝で、初鋳年は1078年 である。1111ま元祐通宝

で、初鋳年は1086年である。H21よ慶元通宝で、背面には「六」が鋳込まれている。初鋳年は1195年である。1131よ嘉

定通宝で、背面には「十一」が鋳込まれている。初鋳年は1208年である。114～ 116は永楽通宝で、初鋳年は1408年で

ある。銭貨は全てまとまって出土しており、同じ時期に使われていたことを示している。最新の銭貨である永楽通宝

から15世紀以降の年代が与えられる。

SX4(第 20図 -7～ 12、 第25図 -75、 第28図 -102,図版10-①、②、図版14-② )

中世土師器皿、陶器、輔羽日、下駄、砥石が出土している。 7、 8は土師器皿である。 7は ロクロ成形のRG類 に

あたる。底部と体部との境に強いナデを施し、体部を外反させ、日縁端部を摘み先細 りさせるものである。 SXlよ

り出土した3に比べると口縁部分がより外反している。時期は同じく15世紀後半～16世紀前半と考えられる。 8は N

D類にあたる。体部にヨコナデを施し、底面よりやや内湾気味に立ち上がるものである。時期は15世紀代と考えられ

る。9は陶器碗で長石釉がかけられている。10は唐津産陶胎染付の碗である。 9、 10と もに近世のものと考えられる。

11は瀬戸の卸皿である。底部は糸切 り痕が残 り、見込みには3～ 5剛の間隔で格子状に卸目が付けられている。国縁

部が残存していないため、時期は不明である。12は輔羽口である。75は下駄である。台と歯を一本でつくる連歯下駄

であり、小判形を成すものである。1021ま砥石である。凝灰岩系の製品で、中砥あるいは、仕上砥として使われてい

たと考えられる。

SX5(第 20図 -13～ 17、 第25図 -76、 77・ 図版10-①、②、図版11-①、図版14-③)

中世土師器皿、陶器、珠洲、下駄、漆器椀等が出土している。13～ 15は 中世土師器皿で、13、 14は下層、15は第 2

層より出土した。13、 14は ロクロ成形のRF類 にあたる。底部と体部の境に強いナデを施し、体部を外反させ、日縁

端部を摘み先細りさせるものである。時期は15世紀後半～16世紀前半と考えられる。15は NC類 にあたる。器壁が厚

く、九底で、口縁部に一段ナデを施す。時期は14世紀代である。16は盤の口縁部である。灰釉が施され、水平口縁の
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中央がくぼみ、端部を丸く納めている。時期は古瀬戸後期段階 (15世紀前後)と考えられる。17は珠洲の悟鉢である。

口縁は、幅広で端面が長三角頭である。加飾は、櫛目波状文を施す。珠洲V期～Ⅵ期 (15世紀代)に比定される。76

は下駄である。台と歯を一本でつくる連歯下駄であり、小判形を成すものである。77は漆器椀である。漆膜の残存は

わずかで、高台も欠損しているため詳細は不明である。

SX9(第 20図 -18、 19,図版11-② )

陶器、珠洲が出土している。18は瓶子の底部である。時期は古瀬戸後期段階と考えられる。19は珠洲の情鉢である。

内面には1単位10目 の卸目が巡らされている。珠洲Ⅲ期 (13世紀後葉)に比定される。

S X10(第20図 -20～ 22、 第28図 -100、 第29図 -117・ 図版10-①、図版16-③ )

土師器、中世土師器皿、石臼、銭貨が出土している。20は土師器である。器台の受部で皿状を呈し、内面にはハケ

メ調整が残る。古墳時代前期後半に比定される。21、 22は中世土師器皿である。21、 22と もにNG類にあたる。21は

平底の底部より、垂直気味に短く立ち上がる。221ま平底の底部より、やや外反気味に開く。時期は13世紀後半～14世

紀前半と考えられる。1001ま石臼で、材質は凝灰岩である。下臼の部分であり、上面には放射状に溝が刻まれている。

117は銭貨で、3枚が合わさっている状態で出土した。銭文については不明である。

S X13(第 21図 -23、 24・ 図版10-①、図版11-④ )

23は中世土師器皿で、RF類にあたる。底部と体部の境に強いナデを施し、体部をわずかに外反させ、日縁端部を

摘み先細りさせるものである。また、底部にはロクロ削りが顕者に残る。時期は15世紀後半と考えられる。241ま珠洲

の悟鉢である。口縁は、幅広で端面が九みをもった長三角頭である。加飾は、櫛目波状文を施す。珠洲V期～Ⅵ期

(15世紀代)に比定される。

S X19(第21図 -25'図版10-② )

25は中世土師器皿で、N」 類にあたる。体部に一段ナデを施し、体部を外反させ、日縁部が直線的に開くものであ

る。年代は15世紀後半～16世紀前半と考えられる。

S X25(第21図 -26・ 図版10-② )

26は青白磁の小皿である。見込み部分には花文を刻み、外面には連弁を線彫りで刻んでいる。13世紀後半～14世紀

前半と考えられる。

SK2(第 21図 -27・ 図版10-② )

27は中世土師器皿でN」 類にあたる。体部に一段ナデを施し、口縁部がやや外反して開く。年代は15世紀後半～16

世紀前半と考えられる。

SK5(第 28図 -101・ 図版16-② )

101は石臼で、材質は凝灰岩である。100と 同じ下臼の部分であり、上面には放射状に溝が刻まれている。SX10

から出土した100と 同じく医王山等で採取される角礫を含む凝灰岩ではないため、山田川以東の山側で採取されたも

のと考えられる。

SK7(第 21図 -28・ 図版10-② )

28は中世土師器皿でN」 類にあたる。体部に一段ナデを施して口縁部がやや外反して開くものである。年代は15世

紀後半～16世紀前半と考えられる。

S K10(第28図 -103・ 図版10-② )

103は砥石で安山岩系の製品である。中砥あるいは、仕上砥として使われていたと考えられる。

S K35(第21図 -29～ 31・ 図版11-④ )

珠洲が出土している。29は甕である。日縁端部が方頭で、短いくの字口縁となる。肩はあまり張らず緩やかで、外
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面には叩目を施す。珠洲Ⅳ～V期 (14世紀後半～15世紀前半)と考えられる。30は甕の底部、31は奏ないし、重T類

の底部である。外面には叩目が施されている。

S K49(第 21図 -32・ 図版11-④ )

珠洲が出土している。32は甕ないし、壺T類の底部と考えられる。外面には叩目が施されている。底部のみのため、

時期は判然としない。

SEl(第 25図 -78～ 90、 第26図 -91～ 94、 第29図 -118・ 図版15-④、⑤)

漆器椀、箸状木製品をはじめとする木製品、竹、刀子が出土している。78は漆器椀である。梅原胡摩堂遺跡の分類

のC類あるいはD類 にあたり、イまたは、皿状の形態をなす。四柳嘉章氏の編年 (四柳 1997)中 世Ⅶ期～Ⅷ期 (14

世紀～15世紀)と考えられる。79は木地椀である。底部付近にはロクロ引きの痕跡が見られる。80～ 87は箸状木製品

である。欠損しているものを除き、先端を両側とも細く削り出す両口箸の型式である。断面は方形あるいは扁平な六

角形状である。88は上部が欠損した先端のみを削つた木片である。杭材の可能性がうかがえる。89は板状木製品の一

部である。一長辺の一部を決る加工が施されている。90は棒状木製品で先端を杭のように削り尖らせたものである。

91は竹で、先端に削りが見られる。92～ 941よ板状木製品である。欠損等が見られるが元来は同じような大きさであっ

たと考えられる。若千、反りが見られ、93の ようにヨコ方向の擦痕も見られることから、桶の部材であった可能性も

うかがえる。118は刀子である。峰側に茎が付 くもので、刃部の先端は欠損している。鍛造で身は薄く粗製品である。

SE2(第 22図 -33～ 35、 第26図 -95'図版12-①、②、図版15-② )

珠洲、円形板が出土している。331ま珠洲の甕である。日縁部が方頭であり、くの字状の短い頸部を呈するものであ

る。肩は張らず、体部外面には叩目が密に為されている。珠洲Ⅳ～V期 にあたる。34も 甕である。口縁端部は方頭で

あり、 くの字の短い頸部をもつ。体部はあまり肩が張らず、上半は直線的で、下半は底部に向かつて緩やかにすぼま

る形状をもつ。外面には叩目、内面の当て具痕はナデ消されている。珠洲Ⅳ～V期 にあたる。35は壺である。日縁端

部は、やや丸みを持ったもので、頸部は緩やかに外反して伸びる。肩部はなで肩タイプである。珠洲Ⅳ～V期 にあた

る。95は円形板であり、材はヒノキである。側面は磨耗のため、木釘等の結合を意識した痕跡は見らない。面にはナ

ナメ上下方向の加工痕が見られる。年輪年代では1446年 を示している。

SE3(第 27図 -96、 97・ 図版15-①、図版16-① )

部材、折敷等の本製品が出土している。961ま部材と考えられる加工木である。側面は上下方向にケズリを入れ、器

面を整えている。正面はナナメ方向の加工痕が見られる。教机等の脚となる部材と考えられる。97は折敷である。材

はビノキの白木材を用い、一枚板で隅をあまリカットしない平折敷と呼ばれるものである。目釘痕などから、元々は

桟を伴っていたと考えられる。裏面にはタテ方向の加工痕が残り、「十一」の銘が刻まれている。年輪年代では1268

年を示している。

SE4(第 22図 -36、 第27図 -98,図版12-② )

珠洲、曲物が出土している。36は珠洲の悟鉢である。口縁端部は三角頭で、やや内傾気味で内面には 1単位 6目 あ

るいは12目 の卸目が付される。時期は珠洲Ⅳ期に比定出来る。98は曲物である。底板、側板ともに、約半分が久損し

ている。底板は約半分が欠損しているが、楕円形を呈していたと推測される。上面には上下方向に削られた加工痕が

残る。側面も欠損のため詳細は判然としないが、基本的には一重巻であり、上タガと下タガによって結合されていた

と推定出来る。底板は年輪年代によって1357年 を示している。

SE5(第 22図 -37、 38・ 図版12-② )

珠洲が出土している。37は甕である。口縁部が方頭であり、くの字状の短い頸部を呈する。時期は珠洲Ⅳ～V期に

あたる。381よ甕ないし、重T類の底部である。時期は不明である。
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SE6(第 22図 -39～ 42,図版12-② )

磁器、珠洲が出土している。39は 白磁の小碗である。底部は無釉であり、口縁部は外反して少し開く。森田分類の

D群 (森田 1982)に位置づけられ、15世紀代に比定される。40、 41は珠洲の甕ないし、重T類の底部である。時期

は不明である。42は悟鉢で、いわゆる片口鉢と呼ばれるものである。日縁端部が鋭い長三角頭を呈し、内側の端面に

は櫛目波状文を巡らせている。体部内面には、 1単位 6～ 7日 の卸目を密に刻んでいる。見込みは使用のため磨耗が

著しい。珠洲V期 に比定される。

SE7(第 27図 -99,図版15-③ )

円形板等が出土している。991よ 円形板で曲物等の底板に使われていたと考えられるが、日釘等の痕跡が見られない

ため、詳細は不明である。年輪年代では15世紀後半が示されている。

SD5(第 23図 -43、 44、 45。 図版13-① )

中世土師器皿、磁器、珠洲が出土している。431ま ロクロ成形のRG類にあたる。底部と体部の境に強いナデを施し、

口縁端部を摘み先細りさせるものである。時期は15世紀後半～16世紀前半と考えられる。441よ白磁碗の口縁部である。

45は珠洲の播鉢である。日縁端部が三角頭で先端がやや丸みを帯びるものである。珠洲V期 に比定される。

SD7(第 23図 -46、 47・ 図版13-① )

46は灰釉碗で底部のみが残存する。高台は貼 り付け高台で無釉である。時期は中世後半と考えられる。471よ珠洲の

甕底部である。設置面付近まで、叩目を施している。時期は不明である。

穴 (ピット)出上遺物 (第23図 -49～ 56。 図版13-② )

穴からは、縄文土器、土師器、土錘、柱根などが出土している。49～ 53は中世土師器皿である。491ま P18よ り出土

したもので、ロクロ成形のRE類 にあたる。体部が九みを帯びて短く立ち上がり、見込み部分がやや盛り上がるもの

である。時期は13世紀後半～14世紀前半と考えられる。501ま P l122か ら出土したものでロクロ成形のRG類にあたる。

底部と体部との境に強いナデを施し、日縁端部を摘み先細りさせるものである。時期は15世紀後半～16世紀前半であ

る。また、口縁部には、煤の付着が見られ、灯明皿として使用されたと考えられる。51は P l124か ら出土したもので、

NG類 にあたる。底部より、垂直気味に短く立ち上がり、底部付近の器壁が厚くなっている。時期は13世紀後半から

14世紀前半と考えられる。52は P95よ り出土したもので、NG類 にあたる。底部より、垂直気味に立ち上がるもので

ある。時期は13世紀後半～14世紀前半と考えられる。53は P132よ り出土したもので、NJ類にあたる。体部に一段

ナデを施し、日縁部が、やや外反して開くものである。年代は15世紀後半から16世紀前半と考えられる。54は P203

から出土した縄文土器で、縄文を一段付した後、 1条の沈線を施す。後期の深鉢の破片と考えられる。55は P265か

ら出土した土錘で、貫通子とがあけられた管状土錘である。刺網に用いられたものと考えられる。56は P1297か ら出土

した柱根である。上部は欠損が著しい。下部にはホゾ穴が穿たれており、横木を入れて基礎にしたと考えられる。

遺構外の遺物 (第24図 -57～密、第28図 -104・ 図版14-① )

57～ 61は中世土師器皿である。57はロクロ成形のRG類 にあたる。底部と体部の境に強いナデを施し、日縁端部を

摘み先細りさせるものである。時期は15世紀後半～16世紀前半である。また、 P l122出上の50と 同じく、口縁部には

煤の付着が見られ、灯明皿として使用されたと考えられる。58も ロクロ成形のRG類である。底部と体部の境に強い

ナデを施し、日縁端部を摘み先細りさせるものである。57に比べるとやや法量が大きいものである。時期は15世紀後

半～16世紀前半である。59～61は N」 類にあたる。口縁端部に若干の違いが見られるが、体部に一段ナデを施し、日

縁部が、やや外反して開くものである。年代は15世紀後半～16世紀前半と考えられる。621よ瀬戸の卸皿である。底部

は糸きり痕が残り、見込みには 3～ 5m14の間隔で格子状に多Π目が付けられている。日縁部が残存していないため、時

期は不明である。63は陶器碗である。畳付部分の釉薬が焼成によって飛散しているが全面施釉のものである。外面に
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は緑色の釉薬、内面は透明釉を施す。時期は近世と考えられる。641ま釉薬が剥離しているため判断し難いが磁器碗で

ある。高台は削り出しで成形し、見込みが厚いものである。時期は不明である。65～67は青磁碗である。65、 66は日

縁端部カント反し、端部はやや九みを帯びる。時期は13世紀後半～14世紀前半と考えられる。67は雷文帯の一部と考え

られる文様が見られるため、14世紀後半～15世紀前半と考えられる。68～ 71は珠洲の甕である。68は小型の甕で、口

縁端部は円頭で短 く屈曲するものである。691ま口縁端部が円頭で、頸部が屈曲せずに立ち上がるものである。70は、

日縁部が方頭であり、くの字状の短い頸部を呈するものである。701ま口縁端部は円頭であり、肩があまり張らないも

のである。71～74は珠洲の悟鉢である。71は底部のみが残存し、12条 1単位の卸目が付される。72は片日の部分のみ

が残存する。73は 日縁端部が三角頭で先端がやや丸みを帯びるものである。74は回縁端部が三角頭でやや内傾気味の

ものである。時期は68、 74が珠洲Ⅳ期、70、 73がⅣ～V期、69が V～Ⅵ期で、71、 72は時期不明である。104は砥石

で、凝灰岩系の製品である。薄い板状のもので、中砥あるいは、仕上砥として使われていたと考えられる。

表 1 徳成Ⅱ遺跡 (8地区)遺構年代

世
紀 実年代

珠州

(吉岡編年 )

中世土師器皿 (梅原胡摩堂分類 )
徳成Ⅱ遺跡 (8地区)遺構REtt RFtt RGtt NCtt NDtt NGtt N」 類

・２
世
紀 I

2

3

‐３
世
紀

1200
コ

1

2

1250 Ⅲ 13世紀後半～14世紀前半
S X10,S X25。 SE3

Ⅳ

1

・４
世
紀

2

3 “
一
“

14世紀後半～15世紀前半
SEl,SE2・ SE4
SE5。 SE6

V

・５
世
紀

1400 ■
■

1450 Ⅵ 中
一

一
一
一
一

15世紀後半～16世紀前半
SXl・ SX2・ SX5
S X13・ SE7

Ⅶ

・６
世
紀

1500

16世紀後半以降
SX4
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Ⅳ まとめ
今回の調査では、掘立柱建物 6棟、竪穴状土坑15基、土坑61基、井戸 7基、溝10条、ピット977基 と1000を超える

遺構を検出し、遺物はコンテナ55箱 に達した。遺構、遺物ともに、その主たる時期は中世であり、13世紀後半～14世

紀前半と、15世紀後半～16世紀前半の 2時期に集中している。

今回の調査では、中世集落の一端を明らかにすることが出来た。徳成Ⅱ遺跡は、中世に円宗寺領として成立した石

黒庄のうち、仁和寺菩提院に分割伝領された山田郷の範囲に位置している。山田郷内の遺跡としては、宗守城跡・宗

守寺屋敷遺跡、梅原胡摩堂遺跡、梅原安丸遺跡なども所在している。山田郷の成立時期は、石黒庄が立荘される承暦

2年 (1078)か ら仁和寺文書での初見である正治 2(1200)～建仁 3年 (1203)の 間と推測される。徳成Ⅱ遺跡の調

査では、12世紀後半～13世紀前半の土器が出土しており、山田郷の成立時期からそれほど離れていない時期に集落が

営まれたものと考えられる。

徳成 E遺跡の中世集落について隣接する平成16年度調査の 7地区の成果もふまえて考察すると、 4時期に分けるこ

とができる。

1期は、13世紀後半以前の時期である。今回の調査では当該時期の遺構を確認出来なかったが 7地区では、若干見

られる。 7地区、 8地区あわせて10棟検出された掘立柱建物などがこの時期に営まれたものと考えられる。

2期は、13世紀後半～14世紀前半の時期である。 7地区は明確なものはないが、 8地区の遺構では、S X10,SX

25。 SE3な どが挙
'デ

られる。倉庫的な機能をもつ竪穴状土坑が登場しており、小規模ながらも年貢収納の施設など

を有する集落であつたと考えられる。

3期は、14世紀後半～15世紀前半の時期である。 8地区の井戸などが該当する。遺構、遺物ともに明確なものが少

ない時期である。また、周辺の遺跡でもこの時期のものは少ないようである。この14世紀後半は、いわゆる南北朝の

時期であり、石黒庄を構成する十郷も各郷で南朝側、北朝側に別れて争っており、こうした混乱の影響で集落の維持

がなされていなかったものと考えられる。

4期 は、15世紀後半～16世紀前半の時期である。 7地区では、この時期の遺物は見られるが、明確な遺構はない。

8地区では、SXl・ 2・ 5。 13と いつた竪穴状土坑や井戸を検出しており、区画溝と考えられる溝も概ね、この時

期にあたると考えられる。倉庫や作業場的な機能をもつ竪穴状土坑は、郷内の例点の一つとして機能を備えていたと

考えられる。徳成Ⅱ遺跡は、山田川に近接 し、対岸には井口城、北には梅原胡摩堂遺跡があり、また、文献史料で見

られる井口や山田の三斎市にも近く、この 4期が徳成Ⅱ遺跡の中世集落の栄えた時期であつたと考えられる。

16世紀後半以降は、城端善徳寺や梅原胡摩堂遺跡の寺内町化が進む時期であり、集落は、一般集落に変容していっ

たと考えられる。

今回の調査では、断片的であるが徳成Ⅱ遺跡の中世集落の変遷を見ることが出来た。今後の周辺あるいは、南砺市

の大半に広がっていた中世石黒庄の状況が今後の調査の進展により解明され、この遺跡の位置づけがより明確なもの

となることを期待したい。
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V 自然科学分析
徳成 Ⅱ遺跡出土の銭貨についての分析

竹内勝信・藤田慎― (株式会社中部日本鉱業研究所)

はじめに

銭貨の分析は、古銭収集家や考古学者によつて、古 くから法量計測や肉眼観察、拓本などを中心に実施されてきた。

一方、近年では、蛍光X線分析や鉛同位体比分析などの最新の理化学的な分析から、鋳造場所を推定する研究なども

行われている。

今回の分析は、竪穴状土坑SX2よ り出土した銭貨12枚を対象に、従来の法量計測、肉眼観察、拓本、写真tFx影に

加え、非破壊分析として走査型電子顕微鏡とX線マイクロアナライザーによる元素分析を実施した。この方法は、齋

藤らによる皇朝十二銭の分析 (日本銀行金融研究所 1997)に も使用された方法で、非破壊分析として有効であるこ

と力斗R告 されている。しかし、今回の分析は、試験的に実施したものであり、十分な精度が得られなかった点はご容

赦願いたい。

成分分析

銭貨の成分分析は、金沢大学の五十嵐心一助教授および渡辺暁央氏の協力を得て、SEM:走 査型電子顕微鏡 (日

立 S2250-N)と EDSiエ ネルギー分散型X線分析装置(堀場EMAX-5770W)に よる表面の点分析とした。凹凸

が少なく比較的綺麗な裏側を分析対象として金蒸着を行つた後、電子顕微鏡にセットして表面の観察を行い、代表的

な3点 に対 して電子線を照射して微小部分の点分析を行った。分析条件は、測定時間60秒、加速電圧20kVで ある。

EDSに よる点分析結果は、表 1に示す通りであり、銭貨の表面にはAI(ア ルミニウム)、 Si(ケ イ素)、 Fe

(鉄 )、 Cu(銅 )、 Sn(錫 )、 Pb(鉛)が存在することが半Jる。一般に銅銭は、Cu、 Sn、 Pbを 主要成分とし

て、Feや As(砒素)、 アンチモンなどが含まれているが、Alや Siは ほとんど含まれていない。Alや Siお よ

びFeは上の主要成分であることから、銭貨の表面に付着した土錆の成分を検出したものと考えられる。この結果は、

微小部分を対象とした点分析では、分析部分の汚れや錆を事前に十分取り除く必要があることを示している。

また、同じ銭貨であっても、表 1に示す 3点の分析値には大きなばらつきがあり、特にSnや Pbのばらつきが大

きいことが判る。Snや Pbは、Cuと比較して融点が低いため、冷え固まる過程で偏って析出する現象=偏析が生

じることが知られている。各点の分析値が一定しないのは、分析した部分に偏析したSnゃ Pb粒子が存在するため

と考えられる。この結果は、銭貨の点分析を行う場合は、 3点では不十分であり、 5～ 10点程度に増やしてデータを

統計的に処理する必要があることを示している。

12枚の銭貨の主要成分は、表 1よ り、平均値でCu=11.7～ 89,73%、 Sn=0.27～ 33.770/o、 Pb=5.46～ 62.27%の範

囲にある。約10倍の129枚 もの分析を行った志海苔古銭でも、Cu=49.4～ 100%、 Sn=1.6～ 15,3%、 Pb=5,9～

4670/oの範囲にあることから、上記の 2つの問題が影響して、今回の分析結果が非常にばらついていると考えられる。

これらの問題を承知した上で、表 2お よび図 1に示す佐々木の分類 (佐々木2002)に 従って、各銭貨を分類してみる。

第 1グループは、Sn=5～ 10%、 Pb=10～ 30%程度と主要元素が適切な割合で配合されているもので、No 9の

銭貨が属する。佐々木の分類Iに相当し、公鋳銭と考えられる。志海苔古銭の良質貨幣は、Pb=20～ 28%、 Sn=

6.5～ 10.5%程度の範囲内と報告されており、この範囲ともほぼ一致していることが判る。第 2グループは、Sn<

5%、 Pb=10～ 30%程度とPbは適切でもSnが少ないもので、No 3が属する。佐々木の分類 I'ま たはⅡに相当

し、私鋳銭または模鋳銭と考えられる。第 3グループは、Sn<5%、 Pb<10%程度とSnも Pbも 少ないもので、

Noll,12が属する。佐々木の分類Ic uま たはⅢに相当し、私鋳銭または模鋳銭と考えられる。第 4グループは、Sn<
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5%、 Pb>30%程度とSnが少なくPbが多いもので、No 4,5,7,8が属する。佐々木の分類IP bま たはⅡに相当

し、私鋳銭または模鋳銭と考えられる。第 5グループは、Sn>20%、 Pb>30%程度とSnも Pbも 多いもので、

No 6,10が属する。第 6グループは、 Sn>20%、 Pb<10%程 度とSnが多くPbが少ないもので、No l,2の銭貨

が属する。第 5お よび第 6グループは、佐々木の分類には存在せず、一般の2倍以上のSnが偏析の影響によるもの

か否か注目され、さらに詳細な分析および検討が必要である。その他の特長として、No 8は 、Pb=62.27%と 鉛が

非常に多 く、銅銭ではなく鉛銭と言つても良いほどである。また、No 5は、Fe=9。 310/0と 鉄分が多く、銀銭的な外観

と関連性があると思われる。

以上の結果より、EDSを 用いた銭貨の非破壊分析は、ばらつきは大きいが、破壊分析による佐々木の分類と比較的

良く一致している。今後、分析箇所のクリーニングや分析点数を増やすことでばらつきが解消できれば、銭貨の成分

分析および分類に非常に有効な方法になると思われる。

総括

(竹内勝信 )

今回の分析については、先行する研究に対する予備調査や、分析に関する認識不足もあり、充分なデータを得るこ

とが出来なかった。今後の分析に対する課題としたい。また、佐々木氏が分類する模鋳・私鋳・公鋳の概念について

も詳細に考えていく必要がある。

肉眼観察や法量計測からは、法量のバラつきや星形孔といわれる加工が判明した程度であり、古銭収集家や錢幣学

のなかで称される加治木銭、叶手元祐、島銭に分類されるものは無かった。法量のバラつきは、とくに重量で見られ、

最も重いもので3.765g、 最も軽いもので2.237g、 12枚の平均は3.155gで ある。このばらつきについては、埋納銭等

のデータからも見られるものであり、鋳造過程や流通期間によって左右されるものと考えられる。星形孔については、

No 5の銭に見られるもので、穿 (中央の穴)と郭 (中央の穴の周 りの盛 り上がった部分)力M5° ずれ、星形に見える

ものである。東京都葛飾区の上千葉出土銭では、14071点 中669点が星形孔と確認され、 (葛飾区郷土と天文の博物館

2002)星形孔は一定量存在していたことがわかる。

今回出土した銭貨については、分析や研究に対する認識不足のため充分なデータを得ることが出来なかったが、分

析から模鋳銭と推測される銭が存在していたことが分かった。ただ、肉眼観察による明らかな模鋳、私鋳では無いた

め、今後のデータの蓄積や、研究に対する認識を高めて研究を進めていきたい。 (藤田慎―)
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ド 名称 書体 目 初鋳年 王朝
法  量 分成

直径 (clll) 厚さ(mll) 重量 (g) Al Si Fe Cu Sn Pb

1 天薦通宝 槽 鉦
【
1017 】ヒラヽ 2.42 0.95 3.341

百
い

3.25 765
占
ト

R AR R47∩ R02R

点 3

平均 R46 20.94

2 天聖元宝 象 征
【

３つ
々
（
） 】ヒラに ７

′
刀
仕
つ
々 1.15 3.618

占
（
占
ト

771 16%
占
ヽ

2576 0.44 5.22

平均 1■3 5,65 6.36

3 皇宋通宝 真 鉦
＾
1039 北宋 2.47 つ

々 3.520

占
い

2.75 236 77.25 1707
占
〔

59.82

点 3 045
平均 2.86 65,72 27.10

4 熙寧元宝 真 鉦
【
1068 耳ヒうに 2.45 1.00 2,761

占
¨

2039 293 3864 23_66

乱Z 521 2_76 0_86 75_78
占
い
A02 lR R5 )OR A76訟

平売 5ユユ 1298 3607

5 熙寧元宝 象 征
〔
1068 封ヒ多ヽ 2.35 0,95 3.124

点 1 R40 R2R7
占
い
2239 0.64 10_04

占
〔

2.2] 60.55

平 3286 3213

6 元豊通宝 真 征
【
1078 】ヒラヽ 2.43 1.00 3.259

点 1 0.72 2.55 30114

点 2 220 7023

点 3 0,74 4693
平荒 19.04

7 元祐通宝 真 健
【
1086 耳ヒラ� 2.49 0.80 2.688

百
〔
占
¨
673 13.79 3.79 1.64 59.08

点 3 17X2

平荒 207 47.73

8 慶元通宝 楷 エ
ハ 1195 南宋 2.42 1,00 2.237

占
い

22.03 4.54

点 2 277 76.78
占
い

173

平均 3.13 15.03 5.59 62.27

9 嘉定通宝 楷 「十一」 1208 南宋 2.37 1.39 3.765

点 1 0.05

点 2 022 0.21 76.20

点 3 0.27 58.37 21_30

平均 78.07 13.97

10 永楽通宝 楷 征
ヽ
1408 明 2.49 1.09 2.503

占
い

2.29 585 16.98 34.50 37_79
百
い

27.05
占
叫

6.04 23.00 7.26

平均

永楽通宝 楷 鉦
ヽ
1408 明 2.52 1.22 3.631

点 1 989 2.29 0.54 15.52

占
い

11.64 27.83 18,02 33.77 6.54
占
い

0.98 032
平荒 7.13 6403

永楽通宝 楷 銀
い
1408 明 2.48 1.09 3.410

占
〔

0.74 0.87 9197

点 2

点 3 2.74 0.63 86.23 6.78

平覧 1.70 2.04 0,78 89.73 0.27 546

表 1 徳成 I遺跡SX2出土銭貨成分分析一覧

表 2 佐々木による公鋳銭と模鋳銭の材料配合の推定

No. 公鋳銭/模鋳銭
配合割合

分類
Cu Sn Pb

公鋳銭 適正範囲に調整

９

留

公鋳銭もしくは

模鋳銭

中 少 多 I Pb

3 多 少 少 I cu

4 中 少 中 I

5

模鋳銭
中～多 征

【
多～中 Ⅱ

6 多 征
【

征
【

Ⅲ

―-24 -―



出土木製品の年輪年代

光谷拓実 (独立行政法人 奈良文化財研究所)
はじめに

中部日本鉱業研究所が発掘調査した南砺市徳成Ⅱ遺跡からは、井戸内埋土からヒノキの折敷や曲物類が出土した。

これらは、その形状が柾目板で、しかも年輪が密に刻まれているもの (おおよそ100層以上の年輪が必要である)で

あれば、年輪年代法による年代測定が可能である。もし、この年代法によつて木製品の年輪年代が確定すれば、遺跡、

遺構、遺物の年代を考えるうえで貴重な年代情報を提供することになる。

このたびの調査にあたつては、南砺市教育委員会および中部日本鉱業研究所の承諾を得て、折敷 1点、曲物底板 3

点について、年輪年代法による年代調査を実施した。以下にその概略を報告する。

選定した木製品と方法

年輪年代測定用に選定した木製品は、ヒノキ材の折敷 1点、曲物底板 3点の総数 4点である。いずれも録存状態は

良く、年輪密度の高い良質のヒノキ材が使われていた。折敷以外の曲物底板 3点 には、心材に続く辺材が明瞭に残存

していたので、これらの年輪年代が確定すれば原木の伐採年代に近い年代を示すことになる。

現地で選定した 4点の木製品は、当研究室にて専用の年輪読取器 (実体顕微鏡付き、0.01mlnま で計測)を使い、年

輪幅を計測することとした。コンピュータによる年輪パターンの照合は相関分析手法 1)に よつた。年代を割り出す

際に基準となるヒノキの暦年標準パターンは、木曽系ヒノキで作成した約2000年間 (37B,C.～ 1984A.D)の ものを

使用することとした。木製品の年輪データと暦年標準パターンを構成する年輪データとの照合においては、相関係数

rを 求めた後、 t検定による検定をおこない、年輪パターン照合が成立したと認めてもよい t値の基準値 (一応の目

安として t≧5.0)を検出し、ついで、検出した年代位置でもって相方の年輪パターングラフを重ね合わせ、目視で

詳細に検討したのちに、年輪年代の確定をおこなうこととした。

結果

計測年輪数や年輪年代の結果は表 1に示したとおりである。これをみると、年輪数はいずれも300層以上もあり、

年輪密度の高い良材が使われていたことがわかる。コンピュータによる木製品 4点の年輪パターンと暦年標準パター

ンとの照合は、いずれも高い t値で成立し、それぞれの年輪年代を求めることができた。折敷の年輪年代1268年 は辺

材部が完全に削除されているものと判断されるので、原木の伐採年よりかなり古い年代とみてよかろう。一方、 3点

の曲物底板については、辺材部の残存幅からみて、外皮に近いところまで残っているとみてよかろう。ちなみに、樹

齢200～ 300年以上の木曽系ヒノキの平均辺材幅は約 3 cmである。このことを考えると、曲物底板 3点の年輪年代は伐

採年に近い年代を示しているといえよう。

あとは、これらの木製品がどういう経緯をたどって井戸内に投棄されたのかが重要であるが、その詳細は不明であ

る。一般に、出土木製品は「原木伐採→逗搬→乾燥→製品加工→使用期間→廃棄」といつた道をたどる。こうしたこ

とを考えると、今回得られた年輪年代を発掘現場にどういかしていくのかは、さらに多くの課題があるものの、遺構、

遺物の上限年代を明らかにできた点は大きな調査成果といえる。

No 木製品名 遺構名 樹種 年輪数 (層 ) 年輪年代 (年 ) t値 辺材

1 折敷 SE3 ヒノキ 578 1268

2 曲物底板 SE2 ヒノキ 486 1446 10。3 1.5cm

3 // SE4 ヒノキ 1357 6.4 3,Ocm

4 SE7 ヒノキ 337 1454 3.Ocm

表 1 折敷・由物底板の年輪年代測定結果一覧表
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P,344 P347
H‐ 89500

l Z5Y4/1黄 灰色粘質土 (浅黄色/Hックφ15～つ5mm混 じる)
25Y4/ユ灰色粘質土 (浅責色ブロックφ15～25mm混じる)
3Z5Y5/1灰色粘質土 (地山土かなり混じる)
425Y3/1黒褐色粘質土 (浅黄色/Hック混じる)
525Y6/2X責 色粘質土 (浅黄色/Hック混じる)
0 10YR5/1褐灰色粘質土 (黄褐色カ ックゅ10～20mm多く混じる)
7 25Yν l黄灰色粘質土 (黄褐色カ ックφ10～20mm多く混じる)
825Y6/ユ黄灰色粘質土 (責禍色プロックφ10～20mm多く混じる)
9 10YR6/1褐灰色粘質土 (黄褐色カ ックゎiO～211mm多 く混じる)

と帥

P176

ぜ

979
H‐ 89.500

0                        4m
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イ

第 5図 SBl平画図・断面図 (1/80)
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125Y3/1黒僑色粘質土 (浅黄色プロック少し混じる)
25Y″ 1黒色粘質土 (浅黄色ブロック少し混じる)
325Y2/1黒色粘質土 (浅黄色粒少し混じる)
45Y57/1灰色粘質土 (浅黄色粒少し混じる)

525W4/1黄灰色粘質土 (浅黄色プロック混じる)
65Y5/1灰色粘質土 (浅黄色7uック少し混じる)
75V3/1オリープ黒色粘質土 (浅黄色プロック混じる)
875Y6/2灰オリーブ色粘質土

1帝

第 6図 SB2平面図・断面図 (1/80)
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1 25YR3/1黒 褐色粘質土 (浅黄色プロック少し混じる)
25Y2/1灰 オリープ色粘質土 (浅黄色7rlック混じる)
35Y3//1オ リープ黒色枯質土 (浅黄色粒少し混じる)

4 5Yν lオリーブ黒色猫質土 (浅黄色ブロック混じる)

1約

1 5Yν 2灰オリーブ色粘質■ (黒色粘質土混じる)
275Y5胞 灰オリープ色粘質土 (浅費色カ ック混じる)
32574/1黄灰色粘質土 (浅黄色カ ック混じる)
42573/ユ黒色粘質土 (浅黄色/Eック混じる)

SB3

0                         3m

|｀
H‐ 8a5011

Ｐ６

　

　

５
一
ｂ
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第 7図 SB3・ 4平画図。断面図 (1/60)
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275Y″ ユ黒色粘着土 (地山土プロック混じる)
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任

5Y6/1灰 色粘質土 (灰自色・灰黄色カ ックφ5～ 10mm炭混じる)
75Y5/1灰色粘質土 (灰白色,灰黄色プロックゎ5～ 10mm炭混じる)
5Y5/1灰 色粘質土 (灰自色 灰黄色カ ックゅ5～ 10mm炭混じる)
257ν l責灰色粘質土 (灰白色 灰黄色プロックゆ5～ 10mm炭混じる)
5Y71灰色粘質土(灰白色如 ックゆ10～20mm鉄分混じる)
a(灰色粘賀土 (鉄分混じる)
5N灰色粘質土 (灰白色粒φl～ 5mm炭混じる)
5N灰色粘質土 (灰白色プロックφ10～20mm混じる)
2 5GYオリープ灰色粘質土 (灰白色カ ックφiO～20mm多く混じる)

10 10YRFj/ュ 褐灰色粘質■ (灰白色 灰黄色粒ひ1～ 5mm炭 混じる)
11 10YR4/ユ 褐灰色粘質土 (灰白色 灰費色粒ゅ1～ 5mm炭多く混じる)
12 10YR5//1褐 灰色粘質土 (灰白色 灰黄色土混じる)

13 5NA色 土 (浅黄色プロック混じる)

14 4NA色 粘質土 (浅責色カ ック混じる)
15 3NFx色粘質土 (浅黄色カ ック混じる)

16 5NFx色 土 (浅黄色プロック混じる)

17 4NFx色 土 (鉄分混じる)

186N灰色土 (地山プロック混じる)

第 9図 SXl平面図・断面図 (1/60)
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ギ

1 10YR5/1褐灰粘質土 (鉄分、褐色粘質上混じる)

210Y4/1灰色粘質土 (鉄分、炭混じる)
310Y4/1灰色粘質土 (淡黄カ ック少し混じる)
475Y5/1灰色粘質土 (淡黄/Elックかなり混じる)
575Y3/1オ リープ黒粘質土 (鉄分、炭混じる)
675Y2/1黒色粘質■ (鉄分、炭混じる)
75Y5/1灰 色粘質土 (浅黄色土かなり混じる)

第10図 SX 2平面図・断面図 (1/60)
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25Y5//2暗灰色粘質土 (浅黄/Eック少し混じる)
25Yン 1褐灰色粘質止 (浅黄色土かなり混じる)
5N灰色粘質土 (浅黄プロック鉄分混じる)
4N灰色粘質土 (浅黄プロック鉄分混じる)

3N贈灰色粘質土 (浅黄色カ ック鉄分混じる)
2N黒色粘質土 (病食土植物P)

6NA色粘質土 (地山土少し混じる)

SX4

|.6

０
８

３

止
Ｈ

|“

1 5Y5/1灰色粘質土 (灰自色カ ックφ10～30mm少し混じる)
275Y4/1灰色粘質土 (灰白色粒φ2～5mm少し混じる)
325N4/1黄灰色粘質土 (灰白色プロックリ10～30mm炭、鉄分混じる)
4 10YRク1褐灰色粘質土 (灰自色粒鉄分φl～ 5mm混じる)
5ずr3/1オリーブ黒色粘質土 (灰黄色プロックφ10～20mm鉄分かなり混じる)
63N暗灰色粘質土 (灰黄色プロックφ10～20mm鉄分混じる)

第11図 SX 4・ 5平画図・断面図 (1/60)
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10YR5/ユ褐灰色粘質土 (黄橙プロックかなり混じる)

とOYR5/2灰 黄褐色粘質土 (黄橙プロックかなり混じる)

ЮYR6/2FA黄 褐色粘質土

iOYR5/1褐 灰色粘質土 (黄橙プロツクかなり混じる)

SX6

1 575/2Fkオ リーブ粘質土 (浅黄色粒φ3～ユOmm、浅黄色カ ックφ10～20mm混じる)
2ワ 5G5/1オ リープ灰粘質■ (浅黄色粒φ3～ lllHIm、 浅黄色/11ックφ10～20mm混じる)
325G4/1暗オリーブ灰粘質土 (浅黄色粘質土混じる)
4 5BGνl青灰色粘土 (鉄分混じる)
5 bCYオ リープ灰色粘土 (灰白色粘土混じる)

0 10G4/1暗緑灰色粘上 (灰白色粘土混じる)

SX9

蜘一が

第12図 SX 6・ 9平面図・断面図 (1/60)
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1 25Y71黄灰色粘質土 (黄褐色プロックφ10～30mm混じる)
2 75YR3/1黒 褐色粘質土 (黄褐色粘質土混じる)

3 10YR3/1黒褐色粘質土 (黄褐色粘質土混じる)

45Y4/1灰 色粘質土 (黄褐色プロックφ10～30mmかなり混じる)
5 10YR4/1褐灰色粘質土(黄褐色カ ックゅ10～30mmかなり混じる)
6 10YRγl褐灰色粘質土(黄褐色ブロックφ10～30mmかなり混じる)
75B4/1暗青灰色粘砂質土(黄褐色7rlックゅ10～30mm混じる)
8 5NX色粘砂質土(黄褐色プロックφ10～30mm混じる)

1 25Y3/2黒 褐色粘質土 (浅黄7Hック少し混じる)

225Y4/1黄灰色粘質土 (浅黄7Elックかなり混じる)
3 10Yν l褐灰色粘質土 (浅黄カ ック混じる)

410Y4/1褐灰色粘質土
525Y5/1黄灰色粘質土 (灰黄色土かなり混じる)
610Y5/1褐灰色粘質土

第13図 SX10。 21平面図・断面図 (1/60)
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よ 10YRツ琢 黄褐色粘質土 (炭少 混々じる)
10YRυワ灰黄褐色粘質土 (黒褐色プロックかなり混じる)
25Y5/3黄褐色粘質土 (浅黄ブロック少し混じる)
25Y72暗灰責色粘質土 (浅黄ブロック少し混じる)
5Yν2灰オリープ粘質上 (浅黄、黄褐プロックかなり混じる)
5Yワ2「Aオリープ粘質土 (浅黄、黄褐プロックかなり混じる)

75Y4/1灰 色粘質土 (黄褐如 ックかなり混じる)
820r4/1黄灰色粘質土 (浅黄/●ック<大 >黄褐色プロック混じる)
95Y3/1オリープ黒色粘質土 (浅黄プロック混じる)
10 25Yυ 3オリープ褐色粘質土 (浅黄粒混じる)
1125Yツ 2暗灰黄色粘質土 (浅責プロックかなり混じる)
125Y4/1灰 色粘質土 (黄褐色、浅黄ブロック混じる)

第14図 SX13平面図・断面図 (1/60)
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A

SX20

A

H‐895tXl

SX20
12574/1責灰色粘質土
(にぶい黄橙/Elック、灰黄カ ツク混じる)

25Y4/1灰 色粘質土 (1こがい黄橙カ ツク少し混じる)

SX25

一ａ

1 25Y3/1黒 褐色粘質■ (鉄分少し混じる)

25Y3/1オリープ黒色粘質上

(減黄粘質と、黄褐色粒少し混じる)

35Y5/1灰 色粘質土 (浅黄粘質土少し混じる)

Ｏ
漱
来
“

＝
”

125Y4/1責 灰色粘質土 (浅黄プロツク混じる)
2 10YR4/1褐灰色粘質土 (浅黄7「ック混じる)

3 75YRク 1褐灰色粘質■ (浅黄/Hック混じる)
4 75YF。 /叛ォリープ色粘質土 (浅黄1/Hック混じる)

1 25Y4/1黄 灰色粘質■ (にぶい黄橙カ ック、灰黄7Elッ ク混じる)

25Y4/1灰 色粘質土 (にぶい黄橙プロック少し混じる)

b

∞嘲

一
げ

SX27

］一ゴオヨ

125Y4/1費灰色粘質■(いい黄橙カ ック、灰黄カ ック混じる)
25Y5/1灰 色粘賀■ (灰黄カ ック混じる)
3 5YS/1灰色粘質土 (混じりあまりなし)

A SX25

・25・ 27平面図・断面図 (1/60)

▼ |わ

第15図 SX19'20。 22
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八

SK5                             SK12

H=働,∞O                               H‐ 89.5∞

一ａ

SK14

■‐89mO

1 25Yν l黄灰色粘質■ (浅責プロックφ10～30mm多く混じる)
225Y4/1黄灰色粘質土 (灰白色土少し混じる)

25Y4/1黄灰色粘質土 (1こぶい黄橙色プロック、灰責色ブロック混じる)
5V4/1灰 色粘質土 (にぶい黄橙色プロック、灰黄色/Eックかなり混じる)
5Y7/1仄 白色粘質土 (にぶい黄橙色プロック混じる灰色粘質土プロック混じる)

第16図 SK5。 12・ 14・ 48・ 49・ 51平面図・断面図 (1/40)

1 5rl灰色粘質■ (灰白プロックφ10～20mm混じる鉄分かなり混じる)
2 4NFk色粘質■ (しまり強灰責色土少 混々じる鉄分かなり混じる)
36N灰色粘質■ (灰黄色土かなり混じる鉄分かなり混じる)

つ5YVl黄灰色粘質土 (浅責色粘質土少し混じる)
25Yジ2暗灰色粘質土 (演責色土少し混じる)
2575/1黄灰色粘質土

1 95Y5/1黄 灰色粘質土(浅黄色カ ックφ10～25mm混じる)
225Y4/1黄灰色粘質土(浅黄色/Eックb10～25alm混じる)

0                                           2m

碑塩 忌

"。

滞謬

0
SK51

―-39 -―



出

一

1 10YR4/1褐白色粘質土 (明黄褐色粘質土ひ1～ 10炭少し混じる)

225Y4/1黄灰色粘質土 (浅黄カ ック混じる)

lllYR4/1褐 灰色粘質土

(浅黄粘質土わず力引こ混じ

25Y4/1黄灰色粘質土

(鉄分少し混じる)

5Y5/1緑灰色粘質土

(鉄分混じる)

lωrR5/1褐灰色粘質土

(浅黄粘質土わずかに混じ

第17図 SEl・ 2・ 3平面図・断面図 (1/40)
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1 25Yν 2暗灰黄色粘質土
(責褐粘質土少し混じる)

25Y5/2Fxオ リーブ色粘質上

35Y71灰色粘質土
45Y3/1オリープ黒色粘質土
(灰オリーブプロック少し混じる)

八

1 10Y帥ノI褐灰色粘質土

(鉄分 浅費色カ ック少し混じる)

25N灰色粘質上

1 5YR5/2灰褐色土

(礫多く混じる)

2■ 5Y3/1オリープ黒色粘
(地山土かなり混じる)
35Y3/1オリープ黒色粘33N暗灰色粘質土

(礫かなり混じる)

第18図 SE4・ 5・ 6・ 7平面図・断面図 (1/40)
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SE7

Ｏ

ＳＥ６

妥
ギ

OSE2
0 平面図

Ｏ
ＳＥ５

L口 西 日 西 ■ 士 百 百 三 Ξ 三 部 1/160)

3m断 面図

監 EE西 西 ]Ξ 五百三百西工ΞΞΞ」 (1/m)

15Y5/1灰色粘質土 (灰白色7Hック少し混じる)

暑
ギ

蜘一ぜ

1 4N灰色粘質土 (鉄分混じる)
25N灰色粘賓土 (鉄分、プロツク少し混じる)
35N灰色粘質土 (地山上混じる)

SD6

第19図 溝状遺構集中区平面図・断面図
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第21図 竪穴状土坑・土坑出土土器・陶磁器
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第22図 井戸出土上器・陶磁器
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第26図 井戸 (SEl・ 2)
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徳成Ⅱ遺跡 (3地区)検出遺構一覧

遺跡番号 柱  固
位  置 規  模

方  向 面積 (市 ) 備   考 出土遺物
短軸 (m)

13 SXi0 21に切られる

N10° E SB3と重複関係 P595より上師器壺出土

N18■ 胡 2と重複関係

N■ 0■E

SX4 22 27に 切られる

遺跡番号 平面形状
位 置 現 標 上面色調

備  考 出土遺物
長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 記号 名称

不整形 灰色粘質土 中世土師器皿、珠洲、鉄滓
不整形 ■46 10YRν l 褐灰色粘質土 中世土師器皿、珠洲

褐灰色粘質土 中世土師器皿、珠●H、羽回、砥石、鉄連

長方形 灰色粘質土 中世圭師器皿、珠洲、瀬戸、木製品(下駄等)、鉄導
方形 &40 lllYお /ユ 褐灰色粘質土 北側が削平

褐灰色粘暫土 大半が調査区外

長方形 灰オリープ粘質土 階段城施設あり

不整形 392 黄灰色粘質土

給円形 灰黄褐色粘密土 賭床 中世土lT器皿

長方形 責灰色粘質土

方形 25Y71 黄灰色粘質土 中世土師器皿

格 円形 276 黒褐色粘質土 テラス状施設あり、SX10に切られる

長方形 25Y4/1 黄灰色粘質土 SX"を切る
長方形 l137 25Y4/1 黄灰色粘質土 珠洲、青自磁

費灰色新質十 SX22に切られる 中避土師器皿

選跡番号 平面形状
位 置 規 模 上面色調

備  考 出■遺物
長軸 (mi 短軸 (m) 深さ(m) 記号 名蒜

長方形 衝灰色粘質土 中世土師器皿

不整形 036 10YR5/1 褐灰色粘質土

083 黒褐色粘営十

長方形 5Y3/ユ 黒褐色粘質土

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土 中世土師器皿

長方形 黒褐色活密十

長方形 2573/1 黒褐色粘質土

方形 黒褐色粘質土

黄灰色 rL・暫■

長方形 25Y3/1 黒褐色粘質土

円形 049 5N 灰色粘質土

糖円形 l184 黒褐色粘質十

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

糖円形 黄灰色粘質土

長方形 褐灰色猛暫十

円形 黄灰色粘質上

方形 043 10YRS/1 褐灰色粘質土

長方形 楊灰色粘萱十

円形 10YR5/1 褐灰色粘質土

長方形 褐灰色粘質土 珠洲

褐灰色粘質土

方形 10YR5/1 褐灰色粘質土

長方形 黄灰色粘質上

傷灰色粘萱十 平成16年度調査区SKl16

円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

方形 褐灰色粘質土

協灰色粘密ヤ

方形 費灰色粘質土 集石遺構か

長方形 黄灰色粘質土 案石通構か 殊洲、土師器皿

50 橋円形

不整形 25Y4/1 黄灰色粘質土

不整形 オリーブ黒色粘質土

不整形 14 107 オリープ黒■4F暫十

方形 10YR3/] 黒褐色粘質土

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土

611 長方形 028 黒褐色粘質土

不整形 3] 黒褐色粘質■

不整形 25Y3/1 黒褐色粘質土

不整形 貢灰色粘賓土

方形 25Yν l 黒褐色粘質土

長方形 灰色粘質土

不整形 オリーブ黒色粘質土

長方形 l168

'5Y4/
黄灰色粘質土

円形 貨灰色粘質土

長方形 黒褐色粘質土 中世土師器皿

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土

円形 5Y5/1 灰色粘質土

方形 灰白色粘質土

長方形 25Yν l 黒褐色粘質土

格円形 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘質土

糖円形 25Y3/1 黒褐色粘質土
90 方形 25Y3/1 黒褐色粘質土

不整形 黒褐色粘質土

方形 25Y3/ユ 黒禍色粘質土

不整形 黒褐色粘質土

楕円形 黒褐色粘質土

不整形 黒褐色粘質土

方形 25Yν ] 黒褐色粘質土
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円形 107 黒褐色粘質土

方形 25Y3/1

25Y3/ユ 黒褐色粘質土

遺跡香号 方 位
位  置 規 模 上面色調

備   考 出土遺物
Y 最大幅(m) 最小幅(m) 深さ(m) 名 祢

N15° E 10 008 25Y5/2 贈灰黄色粘質土 区画溝の可能性

N8♂‐E 8 028 贈灰黄色粘質土 区画溝の可能性

Nつlt 13 100 047 25Y5/2 暗灰黄色粘質土 区画溝の可能性 中世土師器皿、珠洲、自磁

Nつ2■ 10YR4/1 褐灰色粘質上 区画溝の可能性 珠洲

N102° E 064 灰色粘質土 区画溝の可能性 須憲器、中世上師器皿、瀬戸、珠洲、鉄津

N88覧 5Y3/ユ

25Y3/1 黒褐色粘質土

遺跡番号 平面形状
位  置 規  模 上面色調

柱  穴 備  考 出上還物
長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 記号 名称

円形 039 黒褐色粘質上 無 SK5に切られる

黒褐色粘質土

方形 3 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
【

円形 28 094 黒褐色粘質土 無

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

格円形 3 ワ5Y3/1 黒褐色粘質土 無

糖円形 黒褐色粘質土 征
ヽ

方形 25Y3/1 黒福色粘質土 銀

方形 6 28 5Y4/1 灰色粘質土 盛
“

円形 28 028 無

長方形 030 灰色粘質土 蕪

円形 25Y3/ユ 黒禍色粘質土 整
¨

中世土師器皿

方形 039 無

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土

糖円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土

円形 033 040 黒褐色粘質土

2i 円形 黒褐色粘質土 無

楕円形 25 042 黒褐色粘質土 SX21こ 上部を切られる

方形 022 25Y3/1 黒褐色粘質士

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

糖円形 042 黒褐色粘質土 無

ケ5Y3/1 黒褐色粘質土

楕円形 26 灰色粘質土 無

円形 020 黒福色粘質土 無

40 糖 円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 霊
一

円形 25Y3/1 黒褐色粘賓上 無

円形 037 0部 黒褐色粘質土 無

43 027 黒褐色粘賓土 篠

方形 8 邪 25Y3/1 黒褐色粘質土 整
【

円形 l130 黒掲色粘質土 儀
¨

α30 2 0rν l 黒褐色粘質土 殊洲

円形 25Y3/こ 黒褐色粘質土 無

円形 040 黒褐色粘賓土 征
【

49 長方形 黒褐色粘質土 蕪

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
ヽ

円形 0辺 l107 黒褐色粘質土 無

黒褐色粘質土 無

長方形 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
ヽ

円形 l132 黒褐色粘質土 整
ヽ

円形 043 25Y3/ 黒褐色粘質土 蕪

糖円形 8 25Y3/ 黒褐色粘質土 疑
¨

円形 l134 034 022 累褐色絡質土 無

円形 l125 25Y3/ 黒褐色粘質土 整
一

須恵器、中世土師器皿

円形 黒鶴色粘質土 無

円形 022 022 25Y3/ 黒褐色括質土

円形 25Y3/ユ 黒褐色給質土 鉦
一

不整形 064 黒褐色粘質土 無

方形 10 040 039 l136 黒褐色粘質土 無

l128 黒褐色粘質土 SB6柱 穴

楕円形 0611 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

円形 l13i 競

円形 黒褐色粘質土 霊
一

円形 α27 黒褐色粘質土 無

円形 l128 黒褐色粘質土 無

10YR5/1 褐灰色粘質土 甑
一

方形 10YR4/1 褐灰色粘質上 無

方形 α05 責灰色粘質土 征
【

円 形 lllYR4/1 褐灰色粘質土

方形 10YR4/1 褐灰色粘質土 無

円形 l106 褐灰色粘質土 無

円 形 023 l120 10YR4/1 褐灰色粘質土

10YR4/1 褐灰色粘質土
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避跡番号 平面形状
位  置 規 模 上面色調

雄  穴 備  考 出土遺物
深さ(n) 記号 名称

円形 022 iOYR4/1 征
一

方形 褐灰色粘質土

格円形 2573/ユ 黒褐色粘質土 無

不整形 黒褐色粘質土 征
一

円形 黒褐色格質土 無

方形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘質土 征
一

ν 円形 黒褐色粘質土 征
小

方形 030 黒褐色粘質土 無 SB6社 穴

方形 黒褐色魅管土 征
一

円形 灰色粘質土 無

円形 027 5Y4/1 灰色粘質土 征
ト

円形 黒褐色粘賓土 征
一

円形 25Y3/1 黒褐t粘質土 無

方形 黄灰色粘質土 無

方形 黒褐色粘質土 征
一

格円形 25Yν l 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質上 無

円形 黒褐色粘暫土 鉦
一

方形 黒褐色粘質土 征
¨

方形 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土 征
一

円形 95Yν l 黒褐色粘質土 無

円形 25Yν ] 黒褐色粘質土

糖円形 黒楊色粘質十 征
【

長方形 黒褐色粘質土

25Y3/J 黒褐色粘質土

長方形 黒褐色稚質土

長方形 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

円 形 039 085 25Yν l 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘管■ 無

円形 灰色粘質土 無

絡円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 整
ヽ

円形 黒褐色粘暫■ 艇
一 中世土師器皿

円形 25Yν l 黒褐色粘質土 無

糖円形 25Yν l 黒褐色粘質土

円形 13 黒褐色粘霞上 無

楕円形 25Y3/1 黒IIB色粘質土 笠
¨

方形 023 25Y3/1 黒褐色粘質土 整
ト

円形 黒褐色粘暫土 征
¨

円形 25Y3/1 黒褐色粘質上 艇
ヽ

長方形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 灰オリーブ色粘密十 右 ?

方形 灰色粘質上 無

長方形 5Y4/1 灰色粘質土 笠
一

方形 灰色粘暫土

長方形 灰色粘質土 鉦
【

長方形 011 25Y3/1 黒褐色粘質土

精円形 6 9 黒褐色粘質十

H形 25Y3/1 黒褐色粘質土

格円形 黒褐色粘質土

長方形 灰色雅奮ヤ 有 ?

円形 黄灰色粘質土 無

円 形 25Y3/ 黒褐色粘質土

円形 黒褐色枯暫■ 征
一

精円形 黒褐色粘質土

不整形 l148 黒褐色粘質土

不整形 057 黒褐色粘賓土 柾
一

円形 黒褐色粘質土 無

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

円形 032 蓋灰色粘質土 鉦
”

不整形 灰色粘質土

円形 5Y4/1 灰色粘質土 男守?

方形 灰色粘質上

167 不整形 黒褐色粘質土 無

不整形 25Yν 2 暗灰黄色粘質土

5Y71 灰色粘賓土 征
一

方形 黒褐色粘質■ 無

円形 025 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 黒楊色魅奮■ 銀

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
¨ 珠洲

糟円形 褐灰色稚質土

楕円形 8 彙褐色粘暫i
格円形 黄灰色粘質土 無 SBI柱 穴

不整形 25Yν l 黒褐色粘質土

円形

長方形 25Yν ] 黒褐色粘質土 無

円 形 25Y3/】 黒褐色粘質土

182 円形 黒褐色粘暫十 無 SBI柱 穴

長方形 l153 25Yν l 黒褐色粘質土

方形 034 黄灰色粘質土

相円形 黒褐色粘麿 十 無

方形 黄灰色粘質土 Vt SBユ柱穴

円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質■ 無

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
一

長方形 灰色粘質土 征
＾

黄灰色粘質土 無

方形 5Y4/J 灰色粘質土 鉦
一

無
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遺跡番号 平面形状
位  置 規 模 上面色調

柱  穴 備  考 出土遺物
Y 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 記号 名称

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 篠
一

長方形 O p8 黒褐色粘萱土 笠
ヽ

楕円形 25Y3/1 黒褐色格質土 無

楕円形 黒褐色粘質土 無

不整形 0 25Y3/1 黒褐色粘質土 縄文土器

円形 黄灰色粘質土 無 SBl柱 穴

方形 黒褐色粘質土 艇
【

円形 黒楊色粘質土 征
ヽ

円形 黒褐色粘質土 縄文土器

円形 黒褐色粘質士 笙
¨

円形 黒褐色粘暫土

不整形 049 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土 整
“

不整形 黒褐色地暫土 紅
ト

円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 無

不整形 10Y郎/1 協灰色粘質土 右 ? 鵠 ユ柱穴

方形 8 009 蓋灰色粘質土

方形 黒褐色粘質土 征
小

方形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 無

円形 032 25Yν 黒褐色粘質土

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土

方形 25Y4/ユ 黄灰色粘質土 SBl柱 穴

長方形 008 黒褐色粘質土

糖円形 25Y5/] 黄灰色粘質土

構円形 黒褐色粘質土

円形 暗灰黄色粘質上

不整形 ケ5Y5/2 暗灰黄色粘質土

円形 暗灰黄色粘質土

円形 25Y3/ユ

円形 25Y5/2 暗灰黄色粘質上

長方形 黒褐色粘質土

円形 黒褐色雅営土

格円形 25Yク I 黄灰色粘質土

長方形 オリーブ黒色粘質土

258 円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質■

円形 034 10YRク 1 褐灰色粘質土

203 円形 13 褐灰色粘質土

長方形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質■

円形 暗灰黄色粘質土 上錘

267 長方形 オリーブ黒色粘質土

円形 25Yr。/2 暗灰責色粘質土 征
一

方形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

円形 褐灰色粘質土 中世土師器皿 珠洲

糖円形 l133 褐灰色粘質土

円形 25Y5/2 暗灰黄色粘質土

精円形 暗灰黄色粘質土 無

円形
ro1 3/1 オリープ黒色粘贋土

l125 灰色粘質土 征
ヽ

円形 無

円形 25Y3/1 黒褐色格質土

25Yシユ 黄灰色粘質土 征
【

糖円形 l139 無

精円形 055 25Y4/1 寅灰色粘質土 鉦
一

SBl柱 穴

オリーブ灰色粘質土 征
〔

円形 オリーブ黒色粘質土 征
¨

縄文土器

円形 034 5Y3/1 無

権円形 オリーブ黒色粘質土 征
〔

円形 オリープ黒色粘質土 笙
¨

楕円形 褐灰色粘奮土

緒円形 5Y3/〕 オリーブ黒色粘質土 征
一

円形 13 褐灰色粘質土 無

楕円形 039 1∝R4/1 褐灰色粘質土

Oユ 9 褐灰色粘質土 征
【

303 不定形 カ 褐灰色絡質土 狂
¨

糖円形 路 044 5Y3/]

5Y3/〕 オリーブ黒色粘質土 鉦
一

不定形 オリーブ黒色粘質土 征
一

方形 25Yν l 黄灰色粘質土

円形 25Y3/1 費灰色粘質土 征
【

円形 031 黄灰色粘質土 無

方形 l132 1叫R4/1 裾灰色粘質土 狂
一

方形 黒褐色粘質土 鉦
【

糖円形 l131 黒褐色粘質土 無

糖円形 オリーブ黒色粘質土 征
一

オリーブ黒色粘質土 征
【

不整形 オリープ黒色粘質土 無

不定形 25Y3/よ 黒褐色粘質土 鉦
一

SB2t欠

箔 円形 黒褐色粘質土 有 ?

絡円形 オリーブ黒色粘質士 無

方形 オリーブ黒色粘質土 征
一

オリーブ黒色粘質土 征
小

楕円形 オリーブ黒色粘質土 無

糖円形 5Y3/] 艇
ト

灰賣褐色粘質土 柾
〔

円形 灰責褐色粘質土 無

格円形 5Yνl 無

長方形 黒褐色粘質土 盤
ヽ

糖円形 有 ?

不定形 無
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避跡番号 平面形状
位  置 規  模 上面色調

柱  穴 備   考 出土遺物
長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 記号

10YRν2 灰黄褐色粘質土 笠
＾

不定形 25Y3/1 黒褐色粘質土 鉦
ヽ

円形 042 灰黄色粘質土 疑

円形 25Y6/1 灰黄色粘質土 無

円形 オリープ黒色粘質土 盛
ヽ

円形 灰責色粘質土 無

方形 25Y4/1 黄灰色粘質土 征
〔

方形 O塑 5Y3/1 オリープ黒色粘質土

345 長方形 黄灰色粘質土 有 ?

円形 030 021 25Y6/1 灰黄色粘質土 征
【

不定形 055 黄灰色粘質土 有 ? 鵠 1柱穴

348 不定形 オリーブ黒色粘質土 征
【

不定形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質■ 征
¨

裕円形 040 貨灰色粘質土

構円形 オリーブ黒色粘質土

円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

円形 008 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

方形 オリープ黒色粘質土 無

糖円形 オリーブ黒色粘質土

円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

精円形 黒褐色粘質士

長方形 ll弱 オリーブ黒色粘質土

楕円形

3鬱 円形 13 25Y6/1 灰黄色粘質土

格円形 黄灰色粘質土 有 ? SBl柱 穴

364 円形 灰黄色粘質土 鉦
一

不定形 オリーブ黒色粘質土 在
小

円形 5Y3/1 オリープ黒色粘質土 無

稲円形 19 オリーブ黒色粘暫土

方形 25Yυ l 黄灰色粘質土

格円形 オリーブ黒色粘質土 征
ヽ

構円形 008 5Y3/] オリーブ黒色活質土 鉦
一

楕円形 オリープ黒色粘質土 征
＾

円形 25Y3/1 黒掲色粘質土 無

378 長方形 褐Fk色絶質土 狂
一

格円形 25Y5/2 暗灰責色粘質土 無

糖円形 040 l100 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 038 灰蓋褐色粘営土 無

長方形 022 25Y71 黄灰色粘質土 無

円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土 鍾
ト

楕円形 黒箔色粘質十 無

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

020 10YRン 2 灰黄褐色粘質土

円形 オリープ黒色粘暫十

方形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土 無

008 25Yν l 黒褐色粘質土

H形 灰黄褐色粘質土

糖円形 007 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土 笙
¨

楕円形 5Y3/ユ オリーブ黒色粘質土

糖円形 オリーブ黒色粘質■

箱円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

円形 オリープ黒色粘質土

箱円形 オリーブ黒色粘質土

猫円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

オリーブ黒色粘質土

楕円形

円形 5Y3/1 オリープ黒色粘質土

5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

長方形 19

不定形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土 征
【

方形 18 046 25Y5/1 黄灰色粘質土

円形 黄灰色粘質■ 無

格円形 029 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

格円形 黒褐色粘質土 無

円形 責灰色粘質土 無

格円形 l108 25Y3/1 黒褐色粘質土 狂
”

25Y5/ユ 黄灰色粘質土

円形 灰黄褐色粘質土 無

428 糖円形 026 25Yν l 黒褐色粘質土 整
¨

脩円形 057 5Y3/1 オリーブ黒色粘管土 蕪

方形 黒褐色粘質土 征
【

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

433 円形 023 025 黒褐色粘質上 鉦
一

糖円形 2573/71 黒褐色粘質土 征
一

不整形 l190 黒褐色粘質土 無

436 円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

不整形 黒褐色粘質土 征
ヽ

円 形 灰黄色粘質土 無

円形 19 黒褐色粘賓上

円形 5Y3/ユ オリーブ黒色粘質土 無

O16 5Y3/1 オリープ黒色粘質土 無

445 円形 黒褐色粘暫土

円形 オリープ黒色粘質土

箱円形 064 5Yνl オリーブ黒色粘質上 無

448 構円形 l130 5Yν l オリーブ黒色粘質土 征
一

構円形 オリープ黒色粘質上 紅
一

方形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 無

453 精円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 延
一

糖円形 韮
一
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遺跡番号 平面形状
位  置 規 模 上面色調

柱  穴 備  考 出土遺物
長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 記号 名称

長方形 オリープ黒色粘質土 獲
一

円形 _9o 036 5Y3/1 オリープ黒色粘質土 無

緒H形 オリーブ黒色粘質土

楕円形 0∞ 25Y3/] 黒褐色粘質土

円形 5Y3/1 オリープ黒色粘質土

円形 オリープ黒色粘質土

楕円形 038 25Y3ノ 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土

円形 黒褐色絡萱土

長方形 黒褐色格質土 無

円形 黒褐色粘質土

円形 黒褐色絡質土

不定形 057 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

楕円形 黒褐色粘質土 無

糖円形 黒褐色粘質土

480 円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

楕円形 25Y3/ 黒褐色粘質土

糖円形 黒褐色絡質土

相円形 049 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

円形 責灰色粘質土

糖円形 黒褐色粘質土

格円形 25Y3/ 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘質士

糖円形 黒褐色粘暫■

楕円形 黒褐色粘質土

498 円形 25Y3/ 黒禍色粘質土 無

円形 黒掲色粘暫土

方形 黒褐色粘質士

格円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

黒褐色粘管土

格円形 黒褐色粘質土

方形 25Y3/ 黒褐色粘質土 征
“

円 形 黒褐色粘暫■

円形 黒褐色粘質士

格円形 25Y3/] 黒褐色粘質土 無

呈褐伍粘質 十 紅
一

円形 026 2ダrν 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土

権円形 黒褐色粘質上

方形 25Yν 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘資土 有 ? SB4柱 欠

征
一

SB4任 欠

円形 028 0わ 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

構円形 無

楕円形

糖円形 19 034 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

長方形 黒褐色 llb質土

559 楕円形 058 α25 必5Y3/ 黒褐色粘質土 無

円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

権円形 黄灰色粘質土

楕円形 033 l123 25Y3/ 黒禍色粘質土 無

楕円形 黒褐色粘質■ 無 SB2柱 穴

方形

不定形 黒褐色粘質土

楠円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 SB2柱 穴

糖円形 オリープ黒色粘質土

黒褐色粘質士 虹
い

SB211欠

円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 無 創ψ柱穴

糖円形 黄灰色粘質土

578 円形 040 l134 25Y3/ 黒褐色粘質土 無 SB2柱 穴

方形 25Y3/ 黒褐色粘質土 SB2柱 穴

格円形 黒褐色粘質土

裕円形 黒褐色粘質土 無

方形 黒褐色粘質土 無

格円形

584 不定形 042 025 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 SB24■穴
格円形 黒褐色粘賓土

円形 25Yν 責灰色粘質土 疵
【

方形 030 023 25Yν 黒褐色粘質土 無

黒褐色粘奮土 土師器

596 円形 25Yν 黒褐色粘質土 魏
＾

円形 オリーブ黒色粘質土 有 ? 朗 3柱穴

黒褐色括奮土

円形 黒褐色粘質土 獲
一

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 範
一

SB2柱 穴

方 形 黒褐色猛暫■ 鯉
一

602 円形 15 25Yν 2 灰黄色粘質土 艇
”

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無 SB2柱 穴

灰費色括萱土 韮
一

605 円形 灰黄色粘質土

円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 無

灰資色粘暫土 蕪

608 楕円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 艇
¨

糖円形 灰黄色粘質土 無

灰オリープ色粘暫土 銀

楕円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 艇
【

円形 黄灰色粘質土 無 石 ?
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遺跡番号 平面形状
位  置 規  模 上面色調

柱  穴 備   考 出土遺物
長軸 (m) 短4n(m) 深さ(m) 記号 名林

長方形 031 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
【

日形 黄灰色粘質土 征
ヽ

長方形 責灰色粘質土 蕉

精円形 030 25Y5/1 黄灰色粘質上 狂
【

円形 黒褐色粘質土 無

格円形 責灰色粘暫■ 鉦
一

円形 黄灰色粘質土 征
ヽ

日形 黄灰色粘質土 無

円形 黒褐色 IIj質■ 無

623 円形 030 25Yν l 黒褐色粘質土 征
ヽ

円形 黄灰色粘質土 無 SB3柱 欠

円形 黒褐色粘質土 鉦
一

円形 015 25Y3/1 黒褐色粘質上 征
＾

627 方形 黄灰色粘質土 無

円形 黒褐色烙暫土 錘
一

SB2柱 穴

方形 黄灰色粘質土 伍
い

円形 黄灰色粘質土 無

円形 黄灰色粘暫土 延
一

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 健
¨

633 円形 黒褐色粘質土 無

格円形 黒褐色粘暫土

円形 5Yν2 オリーブ黒色粘質土 征
“

楕円形 黒褐色粘質土 無 SB4住 穴

円形 黒褐色粘質土

楕円形 黒褐色粘質土 無 SB4柱 穴

格円形 OЙ 25Yν l 黒褐色粘質土

H形 黒褐色粘質上

長方形 黒褐色粘質土

H形 25Yν l 黒褐色嵩質土 無

円形 費灰色粘奮十 征
小

653 方形 黒褐色粘質土

円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

円形 責灰色粘暫十 SB3柱 穴

円形 19 28 黒褐色粘質土 無

円形 5Yνワ オリープ黒色粘質土 SB3柱 穴

円形 責灰色粘質土

659 長方形 黄灰色粘質土

円形 25Y4/ユ

方形 オリーブ黒色粘質土

方形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 無

楕円形 040 黒褐色粘質土

長方形 黒褐色粘質士

楕円形 25Y4/ユ 黄灰色粘質土 征
一

楕円形 l127 黄灰色粘質土

不定形 黒褐色粘質土

円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土

円形 040 灰オリープ色粘質上

円形 黒褐色粘質土 無

円形 25Y7 黄灰色粘質土 紅
一

680 楕円形 黒褐色粘賓土

2573/ 黒褐色粘質土 無

楠円形 028 020 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土

円 形 黒褐色粘質土

694 円形 ワ5Y3/1 黒褐色粘質土 無

糖円形 026 25Y3/1 黒褐色粘質土

糖円形 峯 IS仁新 密十 鉦
＾

700 精円形 黒褐色粘質土 無

円形 オリーブ黒色粘質土 獲
＾

箔円形 オリーブ黒色粘質土 狂
＾

楕円形 30 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 笙
【

楕円形 028 黒褐色粘質土

長方形 黒褐色粘質土 無

方形 黒褐色粘質土 征
【

楕円形 黒褐色粘質土

糖円形 黒褐色粘質土 無

橋円形 黒褐色粘質土 無

糖円形 25Yν l 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘質土 無

格円形 l1511 25Y3/1 黒褐色粘質土 笠
”

円形 黄灰色粘質土 右 ?

方形 黒褐色粘質土 無

楕円形 035 028 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
¨

楕円形 黒褐色粘質土 蕪

格円形 2573/1 黒褐色粘質土 笙
＾

円形 035 013 黒褐色粘質土 征
【

絡円形 黒褐色粘賓上

緒円形 10YR5/2 仄黄褐色粘質土 征
い

円形 10YR5/2 灰責褐色粘質土 鉦
¨

円形 黄灰色 TDr質土

緒円形 25Y3/1 黒褐色粘質■ 益
【

円形 黒禍色粘質土 甚
小

円形 黒褐色粘質土

円 形 黒褐色粘質土 無

格円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
【

円形 黒褐色粘質土

糖円形 黒褐色粘質土 無

円形 007 257577] 黄灰色粘質上

方形
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遺跡番号 平面形状
位  置 規  模 上面色調

柱  穴 備  考 出土選物
長軸 (m) 深さ(m) 記号 名称

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

糖円形 責灰色粘質土 整
〔

楕円形 黄灰色粘質土 無

円形 25Y4/1 黄灰色粘質土 有 ?

オリーブ黒色粘質土 征
ヽ

中世土師器皿

円形 α17 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 黄灰色粘質土 無

25Y3/1 黒褐色粘質土 征
小

長方形 黒褐色粘質土 無

糖円形 IOYR7] 褐灰色粘質土 無

褐灰色粘質土 征
小

格円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 生
ヽ

黒褐色粘質土 征
ヽ

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

黒褐色粘質土 鉦
【

方形 黒褐色粘質土 無

円形 黒謁色粘質土 無

円形 黒褐■粘暫十 鉦
一

長方形 褐灰色粘質土 無

楕円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

長方形 黒褐色粘質土 霊
一

長方形 l116 25Y3/1 黒褐色粘質土 生
“

808 円形 黒褐色粘質上

長方形 l120 黒褐色粘質上 無

格円形 郷 25Y3/1 黒褐色粘質土 艇
【

長方形 黒褐色粘質土

方形 黒褐色粘質上

糖円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

精円形 墨褐色粘質土

褐灰色粘質土 紅
小

円形 l130 25Y3/ 黒禍色粘質土 無

円形 有 ?

黒褐色粘質土

836 楕円形 23 044 α33 25Y3/ 黒褐色粘質土

格円形 黒褐色粘質■

楕円形 025 ll∞ Z5Y3/ 黒褐色粘質土

839 方形 21 10YR4/71 掲灰色粘質土

格円形 黒褐色粘質土

糖円形 075 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

楕円形 25Y3/ 黒褐色粘質土

格円形 黒褐色粘質土

10YR4/ユ 得灰色粘質土 無

橋円形 040 25Y3/ 黒褐色粘質土

糖円形 黒褐色粘質土

円形 027 ワ5Y5/ 黄灰色粘質土 有 ?

円形 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘質土

楕円形 038 25Y3/ 黒褐色粘質土

長方形 黒褐色粘質土

不定形 黒褐色粘質土

長方形 25Y3/ 黒褐色粘質土

円形 灰色粘質土

格円形

069 042 25Y3/ 黒褐色粘質士

円形 28 035 黒禍色粘質土

円形 オリーブ黒色粘質土

25Y3/ 黒褐色粘質土

869 長方形 28 5Y5/1 灰色粘質■

円形 黒褐色粘質土

袴円形 l138 Oワ 7 25Yν 黒褐色粘質土 疵
一

881 円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 紅
¨

円形 黒褐色粘質土 蕪

055 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

楠円形 帥 25Y3/ 黒褐色粘質土 甚
¨

縮円形 黒褐色粘質土 蕪

l140 25Y3/ 黒褐色粘質土 無

890 円形

"
26 25Y3/1 黒褐色粘質土 征

【

格円形 黒褐色粘質土 蕪

構円形 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土 征
【

権円形 黒褐色粘質■ 有 ?

糖円形 畢褐色粘暫上 征
一

長方形 黒褐色粘質土 紅
一

糖円形 黒褐色粘質土 無

長方形 単褐色括蟹土 雛

情円形 25Yν l 黄灰色粘質土 整
【

長方形 褐灰色粘質土 無

不定 //7 褐灰色粘質土 蕪

不定形 黄灰色粘質上 征
ヽ

格円形 ワ5Y3/1 黒褐色粘質土 無

長方形 黒褐色粘質土

長方形 26 077 10YR4/1 掲灰色粘質土 征
〔

格円形 黒褐色粘質土 狂
【

円形 褐灰色粘質土 無

014 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

935 円形 056 25Yν l 黒褐色粘質土 征
一

権円形 灰色粘質土

征
一
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遺跡番号 平面形状
位  置 規  模 上面色調

柱  穴 備  考 出土遺物
Y 長斡 (m) 短軸 (m)

l150 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

権円形 黒褐色粘質土 鉦
小

円形 l140 25Y3/1 黒褐色粘質土 鉦
一

格円形 黄灰色粘質土 征
小

946 円形 褐灰色粘質土 征
ト

糖円形 043 25Yν l 黒褐色粘質土 鉦
”

黒褐色粘質土 征
ヽ

円形 039 黒褐色粘質上 生
ヽ

円形 黒褐色粘質土 征
ヽ

縮円形 灰オリーブ粘質土 無

方形 黒褐色枯質土 狂
一

箱円形 10YR4/1 獨灰色粘質土 鉦
一

黒褐色粘質土 無

方形 黒褐色絡質土 征
ト

円形 黒褐色粘質土

黒褐色粘賞土 無

楕円形 褐灰色活質土

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
ヽ

格円形 10YRィ 1/1 褐灰色粘質土 無

975 方形 黒褐色粘賓土 征
＾

権円形 黒褐色粘質土 鉦
【

楕円形 25Yツ 1 黄灰色粘質土 鉦
＾

984 長方形 049 25Y3/1 黒掲色粘管土 征
ヽ

円形 ケ5Y3/1 黒褐色粘質土 無

権円形 黒褐色粘質上 征
【

円形 異褐●_括暫上 蕉

格円形 25Y3/1 黒褐色粘質士 整
【

円形 黒褐色粘質土 征
小

侑円形 黒褐色務暫土 蕪

円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土 征
【

円形 黒褐色粘質土 狂
い

円形 黒褐色粘暫土 無

楕円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 霊
¨

精円形 黒褐色粘質土 紅
ヽ

長方形 黒褐色粘質土

楕円形 060 25Y3/ 黒褐色粘質土

不定形 黒褐色粘質土

円形 047 25Y3/ 黒褐色粘質土 征
一

円形 黒褐色粘質土 無

糖日形 黒褐色粘質土

長方形 25Y3/ 黒褐色粘質土 延
＾

絡円形 掲灰色粘質土 無

方形 黒褐色粘質土

長方形 25Y3/ 黒褐色粘質土 征
〔

円形 黒掲色粘質土

楕円形 黒褐色粘質土

楕円形 l130 25Y3/ 黒褐色粘質土 柾
ヽ

緒円形 25Y3/ 黒褐色粘質土

1024 楕円形 044 黒掲色粘質士

精円形 黒褐色粘質土

25Y3/ 黒褐色粘質土

ユ028 楕円形 褐灰色粘質土

格円形 黒褐色粘質土

25Y3/1 黒褐色粘質上

1035 格円形

円形 黒褐色粘質土

不定形 黒褐色粘質土 無

長方形 褐灰色粘質土

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

権円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

円形 0 黒褐色粘暫土

長方形 O14 黒褐色粘質土

1056 10Yν l 褐灰色粘質土 髄
小

精円形 黒褐色耗萱土

円形 010 黒褐色粘質土

25Y3/1 黒褐色粘質■ 整
小

円形 黒褐色粘笹土

方形 黒褐色粘質土 無

1062 25Yνユ 黒褐色粘質土 獲
小

方形 034 040 灰角 粘暫十

長方形 75Y″ 1 黒色粘質土 征
“

SB5柱 穴

精円形 黒褐色粘質土 征
ヽ

糖円形 l175 25Y3/ユ 黒褐色粘質土

糖円形 黒紹色粘質土 鉦
小

長方形 黒褐色粘質土 無

方形 40 006 lllYR4/ IIBFkttIFjて十 霊
一

方形 灰色粘質土 征
ヽ

SB5柱 穴

方形 黒褐色粘質土 無

1075 箱円形 25Y3/ユ 黒褐色粘質土

糖円形 黒褐色粘質土 無

精円形 黒褐色粘質土 笠
一

円形 064 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
一

方形 25Y3/1 黒褐色粘質土 鉦
一

精円形 黒褐色粘質土 無

精円形 30 025 25Y3/1 黒 IB角務暫 十

円形 黒褐色粘質土 鉦
“

ユ085 不定形 黄灰色粘質土 無

不定形 33 026 曽灰や曳絡 萱十 有 ?

長方形 039 灰色粘質土 征
一
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遺跡番号 平面形状
位  置 規  模 上面色調

柱 穴 備  考 出土赳物
長軸 (m) 短軌 (m) 深さ(m) 記号 名称

楕円形 049 576カ 灰オリープ粘質土 無

方形 黒色粘質土 征
小

SB5柱 穴

糖円形 黒褐色濫質土

楕円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 笠
い

不定形 黒褐色粘質土 征
＾

糟円形 黒掲色絶暫土

方形 黒褐色粘質土 征
い

円形 黒褐色粘質土 無

糖円形 阜褐色FrL暫 土 征
一

円形 75YVl 灰色粘質土 有 P

円形 黄灰色粘質土 無 鵠 1柱穴

方形 畢褐色結暫十 鉦
一

方形 黒褐色絡質土 征
一

楕円形 039 25Y3/1 黒褐色粘質土 征
＾

方形 黒福色絡麿十 征
一

長方形 黒褐色粘質土 征
ト

円形 25Y3/ユ 畢褐色粘質土 無

方形 灰色粘暫上 鉦
一

中世上師器皿

糖円形 黒褐色粘質土 征
”

不整形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無 中世土師器皿

緒円形 黒褐色器 雪 十

楕円形 25Y3/1 黒褐色粘質土 無

冶円形 黒褐色粘質土

糖円形 黒褐色粘質士 無

不定形 048 25Y3/1 黒褐色粘質上 無

不定形 黒褐色粘質土

糖 円形 褐灰色粘質土

円形 l136 黒褐色粘質土 無

精円形 黒褐色粘質土

緒H形 黒褐色粘質土 無

円形 l112 Z5Y3/1 黒褐色粘質土 無

桁円形 黒褐色粘質土

円 形 褐灰色粘質土

円形 25Y3/1 黒褐色粘質土

楕円形 黒褐色粘質土

黒褐色粘質土 無

円形 25Yν ] 黒褐色粘賓土

糖円形 黒IB色括質上

褐灰色粘質土

方形 10YR4/1 褐灰色粘質土

円形 黒褐色活質土

2573/1 黒褐色粘質土 ar

楕円形 10YR4/1 褐灰色粘質土

精円形 褐灰色粘質上

10YR4/1 褐灰色粘質土 無

楕円形 25Yν ] 黒褐色粘質上

糖円形 黒褐色濫質上

10YR4/1 褐灰色粘質土

円形 黒褐色粘質土 無

方形 黒褐色粘暫上 銀
一

円形 95Y3/1 黒褐色粘質土

96 円形 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色括暫土

25Y3/1 黒褐色粘質土

方形 黒褐色粘質土 征
小

方形 黒褐色粘質土

25Y3/1 黒褐色粘質土

楕円形 30 25Y3/1 黒褐色粘質土 盤
¨

方形 黒褐色粘賓土

20 25Y3/1 黒褐色粘質土 挺
¨

楕円形 黒褐色粘質土 無

円形 黒IS色粘質土 延
一

25Y3/] 黒褐色粘質土 征
ヽ

円形 黒褐色粘質土

円形 黒褐色粘質上 延
一

25Y3/ 黒褐色粘質土 征
【

円形 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘暫土 鉦
一

円形 25Y3/ 黒褐色粘質土 SB彦柱穴

方形 25Y3/ 征
＾

SB3柱 穴

円形

円形 l180 l134 25Y3/] 黒褐色粘質土 無

円形 黒褐色粘質土

方形 拉
一

構円形 l120 彦5Y3/] 黒褐色粘質土 無

円形 045 25Y3/1 黒褐色粘質土

格円形 褐灰 住器 暫十 征
一

不定形 協灰色粘質土 無

糖円形 ユOYR4/1

褐灰任粘管 十

円形 096 020 褐灰色粘質土 無

方形 10YR4/1

褐灰色粘暫ヤ

不定形 lllYR4/1 褐灰色粘質土

円形 000 10YR4/1 協灰色粘質土

円形 協灰 色粘麿土

方形 褐灰色粘質土 無

円形 10YR4/1 鶴灰色粘質土 無

円形 褐灰角粘菅 十
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遺跡番号 平面形状
位  置 規 模 上面色調

柱  穴 備   考 出土遺物

格円形 10YRク 1 傷灰色粘質土

円形 026 0拠 10YR4じ /1 偶灰色粘質土 征
一

円形 10YR4/1 綺灰色粘質土 疵
ヽ

円 形

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土

楕円形 10YR71 褐灰色粘質土

長方形 10YR4/ユ 鶴灰色粘質土 狂
一

楕H形 10YR71 褐灰色粘質土

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土

円形 掲灰色粘質土 無

楕円形 10YR4/1 翻灰色粘質士

糖円形 10YRν l 褐灰色粘質土

円形 偶灰色粘質士

1282 構円形 褐灰色粘質土 無

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 征
ヽ

楕円形 10YR71 褐灰色粘質土

長方形

方形 10YR71 掲灰色粘質土 無

円形 026 偶灰色粘質土

掲灰色粘質士

1296 円形 3 掲灰色粘質土

格円形 褐灰色粘質土 柱根出土 S【 99に 上部切られる 柱根

褐灰色粘賓土

1299 円形 10YR71 掲灰色粘質土

円形 褐灰色粘質土

円 形 褐灰色粘質土

円形 10YR71 働灰色粘質土

長方形 8 030 褐灰色粘質土

協灰色粘質土 SB6柱 欠

楕円形 10YR4/1 掲灰色粘質土 胡 0住穴

H形 協灰色粘質土 征
一

SB6柱 穴

長方形 儘灰色括笹土

長方形 協灰色粘質土 無

円形 協灰色粘質土 韮
一

協灰色粘暫土

糖円形 10YR4/1 翻灰色粘質土 無

糖円形 協灰色粘質土 無

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 無

糖円形 協灰色粘質土 韮
一

協灰色括萱土

円形 lllYItИ ,/1 協灰色粘質上 無

円形 ユOYR4/1 鶴灰色粘質土

協灰色粘質土

円形 025 褐灰色粘質土

方形 褐灰色粘質土

禍灰色粘暫土

長方形 禍灰色粘質士 無

方形 026 023 褐灰色粘質土

掲灰色粘質土

円形 10YRVI 編灰色粘質土

1334 円形 l122 10YR71 獨灰色粘質土

円 形

円形 10YR71 絡灰色粘質土

円形 022 褐灰色粘質土

協灰色粘質土

1340 方形 10YR4/1 掲灰色粘質土

楕円形 協灰色粘質土

黄灰色 jrb質土 SBl柱 穴

長方形 25Y4/よ 黄灰色粘質土 SBlfI穴

344 円形 黄灰色粘質土 SBl柱 穴

協灰色粘質土

長方形 1叫R4/1 掲灰色粘質土 無

不整形 10YR4/1 揚灰色粘質土 魏
一

方 形 褐灰色粘暫土

1349 補円形 掲灰色粘質土 整
¨

SBl柱 穴

円形 10YR4/1 翻灰色粘質士 無

褐灰色粘管土

135ワ 円形 l133 褐灰色粘質土 盛
〔

円形 掲灰色粘質土 征
い

方形 褐灰色粘暫土 蕪

方形 褐灰色粘質土 無

不整形 10YR4/1 褐灰色粘質土 征
¨

褐灰色粘暫土 無

円形 039 099 無 SBI柱 穴

精円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 紅
小

楕円形 掲灰色粘質土 征
ト

円形 10YR71 褐灰色粘質土

円形 褐灰色粘質土 征
【

円 形 霊
ト

SBl柱 欠

円形 10YR4/1 得灰色粘質土

権円形 10YR4/1 褐灰色粘賓土 無

褐灰色粘質土
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遺跡番号 平面形状
位  置 規 模 上面色調

柱 穴 備   考 出上遺物
長軸 (m) 短軸(m) 深さ(m) 記号 名称

脩円形 8 無

円形 8 褐灰色粘質土 征
一

糖円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 無

不整形 無

格円形 10YR71 褐灰色粘質土 無

円形 lll19 褐灰色粘質土 無

円形 韮
ヽ

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 艇

円形 褐灰色粘質土 無

円形 6 褐灰色粘質上

裕円形 10Y∴ク1 褐灰色粘質土 鉦
一

長方形 10YRυ l 場灰色粘質土 位
一

円形 16

円形 衝灰色粘質土

円形 協灰色粘質土 蕪

方形

1388 円形 illYR4/1 喬灰色粘質土 無

円形 Oワ O 協灰色粘質土 無

円形 6 協灰色粘質土

円形 10YR4/1 掲灰色粘質土

糖円形 協灰色粘質土 無

楕円形 6 協灰色粘質土

1395 糖円形 褐灰色粘質土 無

円形 10YR4/1 協灰色粘質土 雀
【

円形 褐灰色粘暫土

円形 ユOYR4ユ 褐灰色粘質土 無

10YR4/ユ 協灰色粘質土

1400 円形 協灰色粘質土

構円形 褐灰色粘質土 無

方形 10YR71 褐灰色粘質土

円形 協灰色粘質土

糖円形 褐灰色粘質土 無

椿円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 征
【

方形 協灰色粘質土

円形 023 褐灰色粘質土 無

糖円形 10YR4/1 協灰色粘質士

円形 傷灰色粘質土

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 無

10YR4/1 協灰色粘質土

円形 協灰色粘質土

糖円形 029 10YR4/1 褐灰色粘質土

H形 褐灰色粘質土

長方形 褐灰色粘質土

円形 020 褐灰色粘質土 無

方形 10YRν l 褐灰色粘質土

格円形 儘灰色粘管土

円形 036 l125 10YRVl 褐灰色粘質■ 無

円 形 iOYR4/1 褐灰色粘質土

権円形 0契 褐灰色濫富士

格円形 10YR〃 1 観灰色粘質土

1∝R4/1

糖円形 褐灰色粘密キ 銀
一

長方形 褐灰色粘質上

方形 1∝R4/1 褐灰色粘質土 征
【

長方形 褐灰色粘質土

円形 褐灰色粘質上 無

長方形 10YRν ユ 褐灰色粘質上

円形 028 灰色粘暫土 3に上部切られる

楕円形 灰色粘質土

方形 灰色粘質土 笠
小

31こ上部切られる

1433 格円形 l139 灰色粘笹士 3に上部切られる

円形 灰色粘質土 無 SX13に上部切られる

円 形 5Y4/1 灰色粘質土 征
“

SX13に上部切られる

格円形 灰色粘暫土 SX13に上部切られる

長方形 012 褐灰色粘質土 無

糟円形 褐灰色粘質土 整
〔

楕円形 褐灰色粘萱土

方形 褐灰色粘質土 無

円 形 10YRウ 褐灰色粘質土 任
小

1453 楕円形 llИ 褐灰色粘箇十

円形 ЮYR, 褐灰色粘質土 SXlに上部切られる

褐灰色粘質土 甚
ヽ

SXlに上部切られる

円形 026 IB4灰 ,粘暫十 錘
一

円形 褐灰色粘質土 SXlに上部切られる

長方形 褐灰色粘質土 甚
小

SXlに上部切られる

方形 l130 掲灰色粘萱上

円形 褐灰色粘質土 笠
¨

褐灰色粘質土 無

円形 020 褐灰色粘質十

円形 IOYRν ユ 褐灰色粘質土

1464 褐灰色粘質土 無

円形 褐灰 i粘 奮十

長方形 lσrR4/ユ 褐灰色粘質土 鉦
【

25Y3/1 黒褐色粘質土 征
¨

1468 円形 褐灰色粘暫土

不整形 褐灰色粘質土

円 形 10YRワ ] 褐灰色粘質土 盤
¨

不整形 102 窃灰色粘管土

円形 8
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毯跡番号 平面形状
位 置 規 模 上面色調

柱 穴 備   考 出土遺物
長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 記号 名称

褐灰色粘質上 無

楕円形 掲灰色粘質土 征
ヽ

不整形 褐灰色粘質土

10YRVl 掲灰色粘質上 延
【

惰円形 褐灰色粘質上 無

1485 梅円形 10YR4/1 褐灰色粘質土 無

長方形 10YR71 褐灰色粘褒土

構円形 褐灰色粘質土 征
ヽ

円形 10YR4/ユ 褐灰色粘質土 韮
ヽ

褐灰色粘質土

円形 10YR4/ユ 褐灰色粘質土 無

lm2 方形 10YR4/ユ 褐灰色粘質土

円形 褐灰色粘質土

方形 褐灰色粘質土 無

長方形 褐灰色粘質土

褐灰色粘質土

楕円形 褐灰色粘質土

方形 10YR4/1 褐灰色粘質土

相円形 1∝R4/1 褐灰色粘質土

糖円形 10YR4/ユ 褐灰色粘質土

円形 10YR4/1 褐灰色粘質土

円形 褐灰色粘質上

円形 α36 016 10YR4/1 褐灰色粘質土 笙
¨

円形

徳成 I遺跡 (8地区)出土遺物観察表
土器・陶磁器・■製品

番号 図版 遺  構 分  類 器 種
法量 (cm)

色  調 (記号 )
選存率

胎土 焼成 備  考
日径 底径 器 高 日径 底径

灰貰褐～にぶい責僑(10YR5お ～r。 /2) 密 良 梅原胡歴堂NG類

SXl 上師器 皿 にぶい黄橙 (10YR7//4～ ν4) 密 良 梅原胡摩堂NC類

SXl 土師器 皿 99 にぶい黄橙 (10YR7μ ) 密 良 梅原胡産堂RG類

土肺器 にぶい責栓 (10YV/0 密 良 梅原胡摩堂ND類

SX2 土師器 皿 にぶい黄橙(75YR6/4) 密 良 梅原胡療堂NJ類

SX2 珠洲 灰 (4N) 密 良 壺T類の底部

上師器 にぶい黄橙 (1ばrR6/3) 密 やや良 梅原胡磨堂RG類

SX4 土師器 皿 橙～にぶい黄橙 (75YR″6～7れ ) 密 良 梅原胡産堂ND類

陶器 碗 灰白 (25Y8/1) 密 良 近世美濃か?長石釉

陶器 密 良 陶胎染付 唐津
陶器 ″,皿 灰白(25▼/1) 密 良 卸日、系切り痕残る。

SX4 土製品 輔羽口 灰褐 (75YR6//2) 粗 良 上面に鉱津が付着、二次焼成

土師器 密 長 梅原胡歴堂RF類

SX5 土師器 皿 にぶい黄橙 (10YRυ 4) ク12 密 良 梅原胡摩堂RF類

SX5 土師器 皿 にぶい黄橙 (10YR7/4～ 7/3) 密 梅原協摩堂NC類

陶器 灰白(lllYRν 2) 密 貫 瀬戸 (古瀬戸後段階 )

SX5 珠洲 積鉢 灰 (75YR5/1) 密 良

胸器 瓶子 灰白(25～ ■5Y7/1) 密 瀬戸 (古瀬戸後段階 P)

珠 洲 悟 鉢 灰 (6N) 密 良

SXiO 土師器 器台 にぶい黄橙(10YR7/3) 3/12 密 良

SXユ O 土師器 皿 にぶい黄橙 (loYR6れ ～ν3) 密 梅原胡歴萱NG頬

上肺器 橙 (■ 5YR6/6) 密 良 梅原胡磨堂NC類

SX13 土師器 皿 にぶい黄橙 (10YR6/3) 密 良 梅原胡磨生RF類

SX13 珠洲 僑鉢 灰 (5Yν l) 密 良

土lW器 1/12 密 良

磁器 (青 自) 灰自(8N) 密 良 見込みに花文

土師器 皿 にパい黄橙 (10YR6海 ) 密 良

土肺器 密 良

誅洲 菱 灰 (6N) 密 良

珠洲 菱 灰 (10YRν l) 密

珠洲 密 良

珠洲 琵 灰 (6N) 3/12 密 良

SE2 珠洲 菱 灰 (5N～ 4N) 密

珠洲 茎 密 良

SE2 珠洲 壷 灰 (75YRν l) 3/12 密 良

珠洲 積鉢 灰 (5Y6/1) 密

珠 洲 褒 灰 (■5V/1～ 5/1) 1/12 密 長

SES 珠洲 菱 11つ 費灰～灰 (25～ 5Y5/1) 密 良

SE6 磁器 (白 ) 小碗 灰白(5Y8/1) 密

灰 (5N) 1/12 密 良

SE6 珠洲 黄 灰 (5Y6/1) 密 良

珠洲 糖鉢 灰 (5～ 75Y5/1)

土師器 にぶい黄橙～橙 (75YR6/4～ 6為 ) 密 良 梅原胡摩登RC類

磁器 (白 ) 碗 明緑灰 (75CY) 1/12 密 良

珠洲 繕鉢 灰 (6N)

陶 器 灰自 (25Y3/1) 密 良 瀬戸美濃

SD7 珠洲 甕 灰 (5N) 密 良

上師器 灰責褐～にぶい貨褐 (10YR5/3～ ″3) 古増時代前期

土師器 にぶい黄橙 (■ 5YR6/4) 5/よ 2 奮 良 梅原胡摩堂RE類

Pよ 122 土師器 皿 にパい橙 (■ 5YR7/4) ν 12 密 良 梅原胡康堂RC類

土師器 皿 橙 (■ 5YR7/6～ ν6) 権原胡魔堂NG類

上lJ器 持 (■ 5YR6/6) 密 良 梅原胡摩堂N藤
土師器 浅黄橙 (10Y� /3) 密 良 梅原胡磨堂NJ類

P203 縄文土器 不明 にぶい黄橙 (75YR6/4) 審 度

土製品 土錘 長さ45 幅08～ 密 良

7/12 12/12 密 良 梅原胡磨堂RG類

―- 65 -―



番号 図版 避 構 分 類 器 種
法量 (cm)

色  調 (記号 )
遺存率

胎士 焼成 備   考
口径 底径 器高 口径 底径

橙 (75YRυ 6) 密 良 梅原胡摩堂RC類

包含層 上師器 橙 (75YR6/6) 密 良 梅原胡摩堂NI類

包合層 土師器 皿 梅原胡磨堂N」類

包合層 皿 にぶい責橙 (10YR7/3) 密 良 梅原胡産堂NJ類

包含層 陶器 卸皿 灰自 (25Y7/1) 密

包含層 向器 灰占 (■5Y″1～ 6/1) 密

包 含層 碗 灰自 (5Y″ 2) 2/12 密 良

包合層 磁器 (青 碗 灰白 (75Y7/1) 密 良

包含層 磁器 (青 密 良

&合層 碗 オリーブ灰 (5GYν l) 密 良

包含層 珠洲 茎 灰 (6N) 良

包含層 珠洲 密 良

包合層 珠洲 露 灰 (6N) 密 良

包含属 殊洲 橋鉢 灰 (5Yυ l)

包含層 珠洲 緒鉢

包含層 猫鉢 灰 (576/1) 密 良

包含層 殊洲 矯鉢 灰 (5Yν l)

木製品

番号 図版 遺縛 分類 器種
法量 (cu)

樹  種 漆膜 備   考
長さ 幅 厚さ

木製品 柱根

SX4 木製品 下駄

SX5 木製品 下駄

SX5 木製品 杢器椀 O

木製品 飛器皿 日径100器高2 ○

木製品 木地椀 底径110器高40

木製品 讐状未製品

木製品 箸状木製品

木製品 箸状木製品

木製品 彗状木製品

木製品 警状本製品

35 木製品 箸状木製品

木製品 書状木製品

木製品 箸状木製品

木製品 木片

木製品 反状木製品

木製品 木片 (抗状 ) 19

竹 竹片 (杭状 )

木製品

木製品 板状木製品 446

木製品 板状木製品

木製品 円形板

木製品 部材 教机等の脚か

木製品 折敷 墓面に「十一 |の刻み、機の度跡あり

木製品 dL物 日径216器高12 ヒノキ (底板 )

円形板 ヒノキ

石製品。金属製品

番号 図版 遺構 分類 器種
法量 (cm)

材   質 備   考
長さ 幅 厚さ

SX10 石製品 疑灰岩

百製品 石日 疫灰岩

石製品 砥石 凝灰岩

SK10 石製品 砥石 安山岩

包合層 石製品 砥石 凝灰岩

金属製品 包T 鉄

番号 図版 遺構 分類 器種
法量

図版 初鋳年 備  考
直径 (cI) 厚さ(mm) 重量 (g)

SX2 銭貨 鵞Ig通宝

践貨 天聖元宝 北宋

SX2 銭貨 皇宋通宝 北宋

銭 貨 熙寧元宝

SX2 銭貿 熙寧元宝 北宋 星形子L

銭貨 元豊通宝 北宋

SX2 院貨 元祐通宝

SX2 鍼貨 慶元通宝 南宋

SX2 銭貨 嘉定通宝 南宋 裏面に「十一

SX2 碗貨 永楽通宝 明

SX2 銭貨 永楽通宝 明

銭貨 永楽通宝 32 明

SXIO 茂貨 不 明 不 明
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図版 1 調査区全景
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図版 2 8地区検出遺構(1)

OSBl(南から)② SB2(南東から)
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図版 3 8地区検出遺欄 2)

①SB3・ 4(南東から)② SB5(南から)
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②SX9(北東から)
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図版 5 8地 区検出遺構(4)
IIS X10,S X21・ SE3(真 上 か ら)2S X13(真 上か ら)

学
゛ と
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図版 6 8地区検出遺構(5)
OSXl(南東から)② SX2
0SX5東西セクション (北から)

(真上から)① SX4(南東から)
OSX6東西セクション (南から)
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OSX5遺物出土状況
②SX6(北西から)OSX9階 段状施設 (北から)
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図版 7 8地区検出遺構(6)
①SX9階段状施設断ち害Jり状況 (北西から)
①S X19(南 西から)⑤ S X21(南 東から)

② S X10。 21・ SE3
⑥S X22(南 西から)

(南東から)③ S X13貼床検出状況 (西から)
⑦S X25(南 西から)① S X27(北 西から)



図版 8 8地区検出遺構(7)
OSEl出土状況 (東から)② SE2珠州出土状況 (東から)
⑤SE5(南から)① SE6検出状況 (南東から)② SE6

① SE3(北 東から)
(F衛から)

OSE3(北西から)
(南西から)① SE7
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図版 9 8地区検出遺構(8)

①S K48'49(北 東から)② SD7セクション (西から)③ SD7(西から)① 調査参加者



図版10 8地区出土遺物(1)

①竪穴状土坑出土遺物 ②竪穴状土坑。土坑出土遺物

▼

① (S=約 1/3)

103

② (S=約 1/4)



図版11 8地区出土遺物(2)

①SX5出土遺物 ②SX9出土遺物

① (S=約 1/2)

② (S=約 1/2) ③ (S=約 1/4)

③SE6出土珠州摺鉢 ④竪穴状土坑・土坑出土遺物 (珠州)

① (S=約 1/4)



(S=約 1/4)

図版12 8地区出土遺物(3)

①SE2出土珠州大甕 ②井戸出土遺物

② (S=約 1/3)
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① (S=約 1/2)
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図版13 8地区出土遺物(4

①溝出土遺物 ②穴 (ピット)

② (S=約 1/2)



①

② (S=約 1/4)

図版14 8地区出土遺物(5)

①遺構外出土遺物 ②SX4出上下駄 ③SX5出上下駄

③ (S=約 1/3)



②

③

③

図版15 8地区出土遺物(6)

①SE3出土折敷 ②SE2出土円形板 ③SE7出土円形板 ④SEl出土箸状木製品 ⑤SEl出土木製品
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図版16 8地区出土遺物(7)

①SE3出土木製品 ②SK5出土石臼

① (S―約1/4) ② (S=約 1/6)

③ (S=約 1/3)

⑤ (S=約 4/5)

④ (S―約1/6)

③SEl出土刀子。S X10出土銭貨 ①S X10出土石臼 ⑤SX2出土銭貨
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